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OPINION
「中小企業は日本経済そのもの
 事業承継は待ったなし」

中小企業庁 安藤久佳 長官

日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件





史
が
あ
る
。
干
潟
は
１
０
０
年

で
１
㎞
沖
へ
前
進
し
、
海
抜
７

ｍ
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
、
干
拓

し
な
い
と
、
沿
岸
部
の
水
は
け

が
悪
く
な
る
。
そ
の
一
方
で
、

干
拓
地
は
農
地
に
適
し
て
お
り
、

農
民
に
と
っ
て
は
肥
沃
な
農
地

が
手
に
入
る
と
い
う
利
点
も
あ

っ
た
。

そ
こ
で
52
年
に
諫
早
湾
を
閉

め
る
長
崎
大
開
拓
構
想
が
浮
上
。

以
後
、
農
民
と
漁
民
の
間
で
半

世
紀
に
亘
る
利
権
闘
争
が
続
く

の
だ
が
、
有
明
海
の
生
態
系
が

こ
こ
ま
で
破
壊
さ
れ
る
と
は
想

定
外
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
伝
統
的
な
干
拓

に
は
、
自
然
へ
の
畏
敬
と
感
謝

の
念
が
あ
っ
た
。
干
拓
は
海
の

神
の
領
分
を
奪
う
こ
と
と
捉
え
、

敢
え
て
小
規
模
な
干
拓
に
と
ど

め
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

昨
今
の
地
球
温
暖
化
も
然
り
、

人
類
が
自
然
を
凌
駕
す
る
こ
と

な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
の
で

あ
る
。

有
明
海
の
干
潟
を
久
し
ぶ

り
に
訪
れ
た
。
鈍
色
の

泥
水
を
払
い
の
け
て
跳

ぶ
ト
ビ
ハ
ゼ
、
潮
風
と
語
ら
う
よ

う
に
鳴
く
海
鳥
。
干
潟
の
生
物
は

確
か
に
生
き
て
い
た
が
、
あ
の
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
茫
洋
と
し
た

干
潟
、
も
と
は
阿
蘇
山
の
火
山
灰

が
混
じ
っ
た
粘
土
状
の
土
砂
だ
っ

た
ら
し
い
。
そ
れ
が
筑
後
平
野
を

流
れ
る
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た

も
の
だ
か
ら
、
有
機
物
を
含
む
浮

泥
と
な
っ
て
沿
岸
に
堆
積
し
た
。

有
機
物
は
海
中
に
溶
け
込
み
、
海

藻
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
繁
殖
。
遠

浅
の
有
明
海
に
は
魚
介
類
が
棲
み

つ
き
、
か
つ
て
は
タ
イ
ラ
ギ
や
ウ

ミ
タ
ケ
が
捕
れ
た
そ
う
だ
。

そ
の
有
明
海
に
異
変
が
起
き
た

の
は
１
９
９
２
年
。
諌
早
湾
干
拓

事
業
の
一
環
で
潮
受
け
堤
防
の
工

事
が
始
ま
っ
た
直
後
だ
。
湾
内
の

タ
イ
ラ
ギ
が
死
滅
し
、
97
年
に
残

り
の
区
間
も
鉄
板
で
封
鎖
さ
れ
る

と
、
翌
98
年
に
は
湾
内
で
赤
潮
が

発
生
、
ス
ズ
キ
や
ボ
ラ
な
ど
が
大

量
死
す
る
。
漁
業
の
被
害
は
益
々

悪
化
し
、
諫
早
湾
内
か
ら
湾
外
へ
、

さ
ら
に
有
明
海
全
域
に
広
が
り
、

２
０
０
０
年
に
は
海
面
の
海
苔
が

変
色
し
始
め
た
。

も
っ
と
も
、
諫
早
湾
で
は
小
規

模
な
干
拓
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴

k o h a r u - b i y o r i
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こ
と
の
発
端
は
２
０
１

８
年
８
月
。
16
歳
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の

少
女
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ

リ
さ
ん
が
学
校
を
休
み
、
１
人

で
国
会
議
事
堂
前
で
の
座
り
込

み
を
始
め
た
。
傍
ら
の
プ
ラ
カ

ー
ド
に
書
か
れ
た
言
葉
は
、

「
気
候
の
た
め
の
学
校
ス
ト
ラ

イ
キ
」
。
座
り
込
み
は
、
国
会

議
員
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
る

９
月
９
日
ま
で
の
３
週
間
程
続

き
、
そ
の
間
に
共
感
す
る
若
者

が
集
ま
っ
た
。

ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
は
、
投

票
日
後
も
毎
週
金
曜
日
に
ス
ト

を
続
け
る
と
宣
言
し
、『F

ri-
days for Future

』
と
題
す

る
こ
の
活
動
へ
の
参
加
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
た
。

す
る
と
、
活
動
に
賛
同
す
る
動

き
は
世
界
に
広
が
っ
た
の
だ
。

豪
州
で
は
18
年
11
月
30
日
、

メ
ル
ボ
ル
ン
や
ブ
リ
ス
ベ
ン
を

含
む
各
地
の
都
市
で
、
計
数
千

人
も
の
学
生
が
授
業
を
抜
け
出

し
て
デ
モ
を
行
っ
た
。
19
年
１

月
10
日
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
首

都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
中
高
生
に

よ
る
３
０
０
０
人
規
模
の
デ
モ

が
行
わ
れ
た
。
活
動
は
毎
週
続

き
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
だ
け
で
数

万
人
規
模
に
拡
大
し
た
。
英
国

や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
は

今
年
１
月
、
３
大
都

市
圏
に
お
け
る
取
引

先
の
中
小
企
業
９
０
０
社
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
全
体

の
68
・
１
％
に
あ
た
る
６
１
３

社
か
ら
回
答
を
得
た
。

米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
っ
て
、

業
況
に
良
い
影
響
が
「
大
い
に

あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
５

社
に
留
ま
り
、
「
少
し
あ
る
」

と
答
え
た
企
業
も
22
社
だ
っ
た
。

「
良
い
影
響
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
27
社
は
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
国
内
の
取
引
先
か
ら
の
受

注
増
や
、
海
外
拠
点
の
販
売
量

の
伸
び
を
挙
げ
て
い
る
。

反
対
に
、
業
況
へ
悪
影
響
が
、

「
大
い
に
あ
る
」
と
回
答
し
た

企
業
は
47
社
、
「
少
し
あ
る
」

と
し
た
企
業
は
１
１
６
社
に
の

ぼ
っ
た
。
対
象
の
中
小
企
業
の

約
３
割
が
、
米
中
貿
易
摩
擦
に

よ
り
打
撃
を
受
け
て
い
る
と
明

か
し
た
。

悪
影
響
あ
り
と
答
え
た
約
１

６
０
社
の
な
か
で
、
国
内
取
引

先
か
ら
の
受
注
・
販
売
量
が
減

少
し
て
い
る
と
答
え
た
企
業
は

83
社
だ
っ
た
。
原
材
料
価
格
の

上
昇
、
輸
出
の
減
少
を
挙
げ
た

企
業
も
順
に
46
社
、
39
社
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
企
業
に
対
し
、
現

状
へ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
た

２
月
15
日
に
学
生
の
デ
モ
活
動

が
行
わ
れ
、
米
国
や
英
国
で
は

交
通
を
妨
害
し
た
な
ど
の
容
疑

で
数
人
の
逮
捕
者
も
出
た
と
い

う
。日

本
で
は
２
月
22
日
に
大
学

生
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、

国
会
議
事
堂
前
で
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
訴
え

た
。
グ
ル
ー
プ
は
人
数
を
増
や

し
、
３
月
15
日
に
も
東
京
と
京

都
で
デ
モ
行
進
を
実
施
し
て
い

る
。若

者
の
行
動
に
対
す
る
大
人

の
反
応
は
各
地
で
様
々
で
、
学

校
を
欠
席
す
る
こ
と
に
理
解
を

示
す
教
員
も
い
た
が
、
学
校
側

か
ら
正
式
に
ス
ト
活
動
へ
の
参

加
を
自
粛
す
る
よ
う
通
達
が
あ

っ
た
例
も
あ
る
。

政
界
で
は
、
英
国
の
ク
レ
ア

・
ペ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候

変
動
担
当
相
が
活
動
に
対
し
て

「
非
常
に
誇
ら
し
い
」
と
発
言
。

一
方
で
、
豪
州
の
マ
シ
ュ
ー
・

キ
ャ
ナ
バ
ン
資
源
・
北
部
担
当

相
は
、
「
デ
モ
へ
の
参
加
で
学

び
得
る
最
良
の
こ
と
は
、
失
業

手
当
の
列
に
並
ぶ
方
法
だ
」
と

否
定
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

世
界
的
な
運
動
の
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
た
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ

ん
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取

と
こ
ろ
、
約
77
％
の
企
業
が

「
実
施
し
て
い
な
い
」
と
回
答
。

反
対
に
、
対
策
を
講
じ
た
と
答

え
た
23
％
の
企
業
は
、
販
売
価

格
へ
の
転
嫁
や
仕
入
先
の
見
直

し
な
ど
を
図
っ
た
と
い
う
。

り
上
げ
ら
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。

12
月
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
24
回
締
約
国
会
議
に
招
か
れ
、

早
急
な
気
候
変
動
対
策
を
訴
え

た
。
今
年
１
月
に
は
ダ
ボ
ス
で

世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
総
会
に
、

２
月
に
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
欧

な
お
、
調
査
対
象
全
体
の
う

ち
、
米
国
、
中
国
に
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
供
給
し
て
い
る
と
答

え
た
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
36
社
、

75
社
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
供
給

し
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は

州
連
合
経
済
社
会
評
議
会
の
会

議
に
出
席
し
、
同
様
の
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
て
い
る
。

３
月
14
日
の
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
な
ど

の
報
道
に
よ
る
と
、
ト
ゥ
ー
ン

ベ
リ
さ
ん
は
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
の
候
補
者
に
推
薦
さ
れ

て
い
る
模
様
だ
。

78
社
だ
っ
た
。
米
国
に

進
出
し
て
い
る
企
業
の

う
ち
、
米
中
貿
易
摩
擦

に
よ
る
悪
影
響
が
あ
る

と
答
え
た
企
業
の
割
合

は
28
・
６
％
だ
っ
た
一

方
、
中
国
の
み
、
ま
た

は
米
中
両
国
に
顧
客
を

持
ち
、
貿
易
摩
擦
に
よ

る
悪
影
響
あ
り
と
答
え

た
企
業
の
割
合
は
、
と

も
に
45
％
を
超
え
て
い

る
。最

終
需
要
分
野
別
に
、

米
中
貿
易
摩
擦
で
打
撃

を
被
っ
た
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
見
る
と
、

電
機
・
電
子
関
連
企
業

が
39
・
５
％
で
最
も
多

く
、
乗
用
車
関
連
企
業
、

設
備
投
資
関
連
企
業
は

い
ず
れ
も
35
％
を
超
え

て
い
る
。

米
中
貿
易
摩
擦
問
題

は
、
米
中
の
み
な
ら
ず
、

世
界
各
国
に
深
刻
な
影

を
落
と
し
て
い
る
。
両

国
は
解
決
へ
の
道
を
模

索
す
る
な
か
、
３
月
末
か
ら
４

月
初
頭
に
、
２
週
連
続
で
閣
僚

級
の
貿
易
協
議
を
、
中
国
北
京

と
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
。

首
脳
会
談
の
開
催
に
向
け
た
調

整
を
図
り
た
い
考
え
だ
。

米中貿易摩擦で
中小企業の３割が打撃
日本公庫は３月５日、中小企業に行った米中貿易摩擦に関する調査の結果を公表。

中小企業の約３割に悪影響が出ていた。

気候変動対策求め学生がスト
１人の少女から世界へ波及

気候変動への対策を求め、世界中で10代の若者による抗議活動が熱を帯びている。
きっかけは１人の少女の〝学校スト〟だ。運動はどれほど拡大しているのか。

米中貿易摩擦は日本の中小企業にも影を落としている

写真：ロイター／アフロ

2月のベルギーでのデモ行進に参加したトゥーンベリさん（中央）

写真：ABACA／ニューズコム／共同通信イメージズ
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ジ
ェ
ト
ロ
は
２
０
１
８

年
４
月
、
現
地
で
通

販
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
海
外
企
業
の
協
力
の
下
、
日

本
製
品
の
海
外
販
売
を
促
す

『
ジ
ャ
パ
ン
・
モ
ー
ル
事
業
』

を
始
め
た
。
日
本
製
品
の
販
売

を
望
む
サ
イ
ト
運
営
企
業
に
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
日
本

企
業
の
製
品
を
提
示
し
、
取
引

に
つ
な
げ
る
。
事
前
の
協
定
に

基
づ
い
て
、
サ
イ
ト
運
営
企
業

が
製
品
を
買
い
上
げ
、
サ
イ
ト

内
で
販
売
す
る
仕
組
み
。
日
本

企
業
に
は
販
売
業
務
の
負
担
や

返
品
の
リ
ス
ク
は
な
い
。

事
業
は
当
初
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
食
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
を
手
掛
け
る
レ
ッ
ド
マ
ー

ト
と
の
間
で
始
ま
り
、
18
年
度

内
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ

ー
シ
ア
、
中
国
、
中
東
の
一
部

で
も
展
開
さ
れ
た
。
一
連
の
取

り
組
み
で
提
携
の
決
ま
っ
た
通

販
サ
イ
ト
は
７
件
で
、
日
本
企

業
１
５
０
社
の
製
品
が
採
択
さ

れ
た
。
採
択
を
受
け
た
日
本
企

業
は
ジ
ェ
ト
ロ
に
登
録
し
た
日

本
企
業
の
２
割
程
度
だ
が
、
こ

れ
は
商
品
が
サ
イ
ト
運
営
企
業

に
選
ば
れ
る
こ
と
が
販
売
の
条

件
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
海
外
に
販
売
網

を
築
け
な
い
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
貴
重
な
機
会
だ
。
ジ
ェ
ト

ロ
は
採
択
す
る
日
本
企
業
に
つ

い
て
は
中
小
企
業
を
重
視
し
て

お
り
、
「
18
年
の
実
績
で
は
８

〜
９
割
が
中
小
企
業
だ
っ
た
」

（
ジ
ェ
ト
ロ
担
当
者
）
と
い
う
。

ジ
ェ
ト
ロ
は
19
年
度
、
対
象

国
を
米
国
や
英
国
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
チ
リ
な
ど
に
拡
げ

る
。
す
で
に
対
象
と
な
っ
て
い

る
国
で
も
連
携
す
る
サ
イ
ト
運

営
企
業
を
増
や
し
て
お
り
、
現

在
連
携
事
業
は
21
件
に
の
ぼ
る
。

新
た
に
追
加
さ
れ
た
事
業
で
は
、

独
メ
ト
ロ
な
ど
、
実
店
舗
を
持

つ
大
手
物
流
企
業
へ
の
展
開
も

図
る
。

18
年
度
に
引
き
合
い
の
多
か

っ
た
商
品
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ト

ロ
の
担
当
者
は
、
「
ア
ジ
ア
圏

で
の
人
気
を
反
映
し
、
化
粧
品

関
連
の
需
要
が
多
か
っ
た
」
と

話
す
。
19
年
度
も
化
粧
品
や
美

容
関
連
の
商
品
や
食
品
類
を
扱

う
ほ
か
、
欧
州
向
け
に
日
本
酒

の
提
案
も
強
め
る
方
向
だ
。

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
各
連
携
サ
イ

ト
に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

な
ど
し
て
日
本
製
品
の
ア
ピ
ー

ル
に
努
め
、
第
三
者
に
よ
る
レ

ビ
ュ
ー
の
発
信
や
店
頭
試
食
な

ど
の
販
促
策
も
展
開
す
る
。
加

え
て
、
販
売
デ
ー
タ
や
商
品
へ

の
評
価
を
製
造
元
へ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

事
業
へ
の
参
加
登
録
の
手
続

き
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
企
業
情
報
を
入
力
し
、

商
品
情
報
を
記
入
し
た
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
を
メ
ー
ル
送
付
す
る

形
だ
。
19
年
度
の
募
集
期
間
は
、

４
月
３
日
か
ら
26
日
ま
で
。
販

売
は
６
月
以
降
と
な
る
。

３
月
１
日
に
衆
議
院
本

会
議
を
通
過
し
た
19

年
度
予
算
案
は
27
日
、

参
議
院
本
会
議
で
自
民
・
公
明

両
党
ら
の
賛
成
多
数
に
よ
っ
て

可
決
、成
立
し
た
。一
般
会
計
総

額
は
１
０
１
兆
４
５
７
１
億
円

に
達
し
、
７
年
連
続
で
過
去
最

大
を
更
新
。
本
予
算
の
段
階
で

初
め
て
１
０
０
兆
円
を
超
え
た
。

中
小
企
業
の
資
金
調
達
の
円

滑
化
や
経
営
基
盤
の
強
化
を
目

的
と
し
た
中
小
企
業
対
策
費
は
、

前
年
度
本
予
算
か
ら
約
20
億
円

増
の
１
７
９
０
億
円
と
な
っ
た
。

通
常
分
が
１
７
４
０
億
円
、
消

費
増
税
対
策
の
臨
時
・
特
別
の

措
置
分
が
50
億
円
で
あ
る
。

通
常
分
の
中
小
対
策
費
は
、

前
年
度
か
ら
31
億
円
減
少
し
て

い
る
が
、
主
な
理
由
は
日
本
政

策
金
融
公
庫
へ
の
出
資
金
が
同

45
億
円
減
の
４
６
０
億
円
と
な

っ
た
た
め
だ
。
通
常
分
の
中
小

対
策
費
か
ら
日
本
政
策
金
融
公

庫
へ
の
出
資
金
と
補
給
金
を
除

く
と
、
19
年
度
は
18
年
度
よ
り

約
6.3
億
円
多
く
、
国
の
中
小
企

業
へ
の
支
援
は
前
年
度
並
み
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

消
費
増
税
を
見
据
え
た
臨
時

・
特
別
の
措
置
予
算
は
、
『
商

店
街
活
性
化
・
観
光
消
費
創
出

事
業
費
』
と
い
う
新
設
の
補
助

金
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

商
店
街
に
お
け
る
店
舗
や
施
設

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見

据
え
多
言
語
化
な
ど
の
環
境
整

備
を
す
る
際
の
費
用
や
、
消
費

創
出
事
業
に
関
す
る
専
門
家
の

派
遣
費
用
を
補
助
す
る
も
の
。

商
店
街
組
織
ま
た
は
商
店
街
組

織
と
民
間
事
業
者
の
連
携
体
が

対
象
で
、
事
業
費
の
３
分
の
２

か
ら
全
額
を
補
助
す
る
。
補
助

額
の
上
限
は
２
億
円
だ
。

増
税
対
策
に
２
兆
円

中
小
対
策
費
の
臨
時
・
特
別

措
置
と
は
別
に
、
政
府
は
増
税

対
策
と
し
て
２
兆
２
８
０
億
円

を
計
上
し
て
い
る
。
対
策
の
柱

は
、
中
小
小
売
業
等
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
し
た
消
費
者

に
対
す
る
最
大
５
％
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
で
あ
り
、
政
府
は
こ
れ

に
２
７
９
８
億
円
を
充
て
る
。

な
お
、
歳
入
面
で
は
、
消
費

増
税
を
控
え
、
税
収
が
過
去
最

高
の
62
兆
４
９
５
０
億
円
を
見

込
み
、
国
の
借
金
に
当
た
る
新

規
国
債
発
行
額
は
18
年
度
本
予

算
比
で
約
１
兆
円
減
の
32
兆
６

６
０
５
億
円
と
し
た
。
国
債
は

９
年
連
続
で
減
額
し
て
い
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
歳
入
の
３

割
強
を
占
め
て
い
る
。

ジェトロ、海外小売と連携拡充
中小企業の海外展開を支援

ジェトロ（日本貿易振興機構）は４月から海外の小売企業と日本企業をつなぐマッチング事業を拡充する。
対象の国と小売企業を増やす。中小企業の海外展開の足掛かりとして期待できる。

［2019年度『ジャパン・モール事業』実施対象国と連携事業者の一覧］
国・地域 分野 連携事業者と事業概要

中国 日用品、化粧品など

▶︎Tmall（アリババ運営）の直販サイト向けに、日本製品の調達を支援
▶︎JD.com（京東集団運営）の直販サイト向けに、日本製品の調達を支援
▶︎小紅書（RED）の越境通販サイトで、日本郵政グループと連携して化粧品や雑貨、加工食品などの販売を促進
▶︎JD.comの通販サイト内で販売を行うWallmart向けに、西友と連携して日本製品の調達を支援

米国 食品、美容関連
▶︎楽天と連携し、今年９月に楽天USA内にて日本食品専門サイトを開設
▶︎コスメ・美容サイト運営のアイスタイルと連携し、米国の化粧品専門通販サイトBeautylishを通じた日本製化粧品の販
売を促進

ドイツ 食品、美容関連
▶︎卸売業者Kreyenhop&Klugeと連携し、METROなど大手流通の実店舗および通販サイトへの販路拡大を図る
▶︎大手輸入業者と連携し、日本酒のオンライン通販を促進
▶︎デザイン性の高い雑貨や美容関連商品の、実店舗および通販サイトでの販売を促進

英国 食品 ▶︎食品のオンライン通販専業では英国最大手のOCADOサイト内に日本食特設ページを開設し、販売を促進

フランス 食品
▶︎日本食品輸入業者と連携し、大手スーパーおよび通販サイトへの販路拡大を図る
▶︎オンライン通販でパリ以外の地域への日本酒販売を促進

シンガポール 食品 ▶︎食品分野のオンライン通販では最大手のレッドマート向けに、日本産食品の調達支援および販売促進を実施

ベトナム 食品、日用品 ▶︎大手通販サイトで日本食品販売のプラットフォームを構築、実店舗での日本製品販売と連動させ、販売を促進

マレーシア 化粧品 ▶︎美容関連オンライン通販大手のHERMOに向け、日本製化粧品の調達支援および販売促進を実施

インドネシア 食品、化粧品
▶︎大手通販サイトで日本食品販売のプラットフォームを構築、実店舗での日本製品販売と連動させ、販売を促進
▶︎美容関連オンライン通販大手のSociollaに向け、日本製化粧品の調達支援および販売促進を実施

カンボジア 食品、日用品 ▶︎イオンとの連携の下、イオングループ店舗とオンライン通販を活用し、日本食品を中心とした販路拡大を図る

チリ 日用品 ▶︎南米に展開する大手小売りFalabellaと連携し、実店舗とオンラインの連動で陶器製台所用品の販売を促進

中東６ヵ国 化粧品など ▶︎クウェートなど中東６ヵ国で展開する美容サイトBoutiqaatと連携し、化粧品やアパレル製品などの販売を促進

ロシア 日用品、化粧品など ▶︎日経輸入業者と連携し、大手通販サイトでの日本製品の販売を促進

出所：ジェトロ資料より作成

19年度本予算成立
中小対策費 前年度並み　

２０１９年度本予算が３月27日、参議院本会議で成立した。
一般会計総額は初の１００兆円超え。

中小企業対策費は18年度並みの１７９０億円となった。

2019年度予算は3月27日に成立。中小企業対策費は前年度並みの1790億円となった

写真：毎日新聞社／アフロ
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強
い

地
域

企
業
の

条
件

日
本
の

雇
用
を

守
り
抜
く

人
口
の
減
少
に
少
子・高
齢
化
。

企
業
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
。

そ
の
傾
向
は
地
域
企
業
ほ
ど
深
刻
だ
。

足
元
の
市
場
は
縮
小
の
一
途
を
辿
り
、

労
働
力
の
確
保
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

確
か
に
大
企
業
の
雇
用
力
は
大
き
い
。

た
だ
地
域
の
大
企
業
従
業
者
の
割
合
、

地
域
の
全
従
業
者
の
15
％
も
な
い
。

も
と
よ
り
大
企
業
の
目
当
て
は
低
労
賃
。

大
企
業
は
地
域
を
離
れ
、海
を
渡
っ
た
。

な
ら
ば
、地
域
の
雇
用
を
守
り
、

未
来
に
明
か
り
を
灯
す
の
は
誰
か
。

盤
石
な
経
営
基
盤
を
築
き
上
げ
た
、

強
い
地
域
企
業
に
他
な
ら
な
い
。

企
業
が
強
く
あ
る
た
め
の
条
件
と
は
何
か
。
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中
小
企
業
庁
の
安
藤
久

佳
長
官
は
、
「
中
小

企
業
は
日
本
経
済
そ

の
も
の
」
と
唱
え
た
が
、
こ
れ

は
決
し
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
事
実
、
中
小
企
業
は
、
日

本
の
全
企
業
数
３
８
６
万
企
業

の
99
・
７
％
、
全
従
業
者
数
４

６
１
４
万
人
の
69
・
７
％
を
占

め
、
極
め
て
高
い
割
合
を
占
め

て
い
る
。

地
方
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
比

率
が
増
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研

究
所
の
資
料
に
、
三
大
都
市
圏

（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
）

と
そ
れ
以
外
の
地
方
圏
を
分
け

て
、
地
方
圏
に
限
定
し
た
中
小

企
業
の
割
合
を
示
し
た
統
計
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
地
方

圏
の
全
企
業
数
２
０
９
万
企
業

の
う
ち
中
小
企
業
の
数
は
実
に

99
・
９
％
だ
。
地
方
圏
の
全
従

業
者
数
１
８
６
８
万
人
に
対
す

る
中
小
企
業
従
業
者
数
の
割
合

も
85
・
２
％
ま
で
上
昇
す
る
。

さ
ら
に
地
方
圏
の
雇
用
状
況

を
事
業
規
模
別
に
見
る
と
、
従

業
者
数
が
平
均
４
人
の
小
企
業

は
、
企
業
数
こ
そ
87
・
５
％
と

多
い
も
の
の
、
従
業
者
数
は
全

体
の
34
・
５
％
に
と
ど
ま
る
。

一
方
の
従
業
者
数
が
平
均
37
人

の
中
企
業
は
、
地
方
圏
の
全
従

業
者
数
の
50
・
７
％
の
雇
用
を

擁
し
、
最
大
の
雇
用
吸
収
力
を

有
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
地
域
企
業
の
実
像

は
中
小
企
業
で
あ
り
、
地
域
の

雇
用
を
抱
え
る
地
域
企
業
の
役

割
は
非
常
に
大
き
い
の
だ
。

忍
び
寄
る

経
営
者
高
齢
化
問
題

こ
の
状
況
下
、
我
々
は
厳
し

い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。
地

域
企
業
の
実
像
た
る
中
小
企
業

の
数
が
年
々
減
っ
て
お
り
、
２

０
０
９
年
時
の
４
２
１
万
企
業

か
ら
16
年
時
は
３
５
８
万
企
業

へ
63
万
企
業
も
減
少
し
た
。

こ
の
要
因
は
単
純
で
は
な
い

に
し
て
も
、
中
小
企
業
庁
が
中

小
企
業
経
営
者
の
年
齢
構
成
を

推
測
し
た
あ
る
統
計
が
問
題
の

本
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
す

な
わ
ち
、
25
年
時
に
70
歳
以
上

に
な
る
中
小
企
業
経
営
者
は
全

体
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
２
４

５
万
人
に
の
ぼ
り
、
こ
の
う
ち

１
２
７
万
人
は
後
継
者
が
決
ま

っ
て
い
な
い
と
い
う
現
実
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
前
出
の
安

藤
長
官
は
、
「
こ
の
１
２
７
万

人
の
経
営
者
の
も
と
で
働
く
雇

用
者
数
を
仮
に
６
５
０
万
人
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
し

て
22
兆
円
と
試
算
す
る
と
、
事

態
は
深
刻
だ
。
こ
の
ま
ま
世
代

交
代
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
企
業

の
大
量
廃
業
時
代
が
訪
れ
、
日

本
経
済
は
沈
没
し
て
し
ま
う
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

中
小
企
業
庁
は
い
ま
、
事
業

承
継
の
支
援
な
ど
、
様
々
な
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
民

間
の
力
で
で
き
る
こ
と
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
間
違
い
な
く
言

え
る
こ
と
は
、
地
域
の
雇
用
を

守
る
地
域
企
業
は
強
く
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
の
未
来
を
背
負
う

強
い
地
域
企
業

と
は
い
え
、
地
域
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。
足
元

の
市
場
規
模
は
小
さ
い
う
え
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
が
著
し

く
、
働
き
手
の
確
保
が
難
し
い
。

さ
ら
に
、
得
ら
れ
る
情
報
量
も

乏
し
い
と
あ
れ
ば
、
ハ
ン
デ
ィ

は
大
き
く
、
都
市
圏
の
企
業
と

比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
不
利
だ
。

そ
れ
で
も
、
強
い
地
域
企
業

は
存
在
す
る
。
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
独
自
性
を
武
器
に
大
資
本

と
競
合
し
つ
つ
協
業
す
る
企
業

は
少
な
く
な
い
。
根
本
に
は
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ

る
人
が
鍵
だ
か
ら
、
社
員
を
大

切
に
し
、
人
材
の
育
成
に
力
を

注
ぐ
傾
向
が
強
い
。

と
は
い
え
小
資
本
だ
。
武
器

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
最
大
限

活
か
せ
る
市
場
領
域
の
選
択
が

重
要
に
な
る
。
強
い
地
域
企
業

の
場
合
は
、
自
社
の
強
み
を
充

分
発
揮
で
き
る
ニ
ッ
チ
な
市
場

を
選
び
、〝
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
〞の

戦
略
を
と
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ

う
だ
。

む
ろ
ん
、
地
域
企
業
に
よ
る

海
外
展
開
の
動
き
も
あ
る
が
、

地
域
の
製
品
を
海
外
に
輸
出
す

る
程
度
に
と
ど
ま
る
。
大
企
業

の
よ
う
に
、
海
外
に
拠
点
を
構

え
、
海
外
に
事
業
イ
ン
フ
ラ
を

移
す
企
業
は
少
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
企
業
の

役
割
は
大
き
い
。
も
は
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
う
え
で
、
大

企
業
の
誘
致
に
期
待
す
る
時
代

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ

う
に
、
地
域
の
全
従
業
者
数
に

占
め
る
大
企
業
従
業
者
数
の
割

合
は
15
％
以
下
だ
。
今
後
、
大

企
業
が
新
興
市
場
や
低
労
賃
を

求
め
て
海
外
立
地
に
動
け
ば
、

こ
の
割
合
は
さ
ら
に
下
回
る
。

強
い
地
域
企
業
が
ど
れ
だ
け

登
場
す
る
か
、
そ
れ
が
地
域
経

済
の
未
来
、
い
や
日
本
経
済
の

趨
勢
を
左
右
す
る
の
だ
。

［企業数が減少］

出所：中小企業庁資料より作成
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［地方圏における企業数・従業者数の割合］

企業数

209万企業

従業者数

1,868万人

■大企業
3,100企業（0.1%）

■中小企業
209万企業（99.9%）

うち小企業
183万企業（87.5%）

■大企業
276万人
（14.8%）

■中企業
948万人
（50.7%）

■小企業
644万人
（34.5%）

出所：日本政策金融公庫総合研究所資料より作成

いま日本の企業数が減少している。経営者の高齢化問題の影響が大きい。
事業承継もさることながら、地域企業の強さが問われている。

問われる地域企業の強さ
［中小企業経営者の2025年における年齢］

■70歳以上
約245万人

■70歳未満
約136万人

後継者確定 後継者未定

2025年時点で70歳以上となる中小企業経営者のうち
半数以上の後継者が決まっていない

出所：中小企業庁資料より作成

日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件
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北
は
日
本
海
、
南
に
但

馬
山
地
、
自
然
が
豊

か
な
兵
庫
県
香
美
町

だ
が
、
人
口
が
１
万
７
０
０
０

人
を
割
り
、
少
子
・
高
齢
化
が

著
し
い
。
そ
の
香
美
町
で
、
１

０
０
年
以
上
廃
れ
る
こ
と
な
く

事
業
を
継
続
し
、
し
か
も
こ
の

数
十
年
着
実
に
業
績
を
伸
ば
し

た
地
域
企
業
が
あ
る
。

加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
の
ト
キ

ワ
だ
。
主
力
商
品
は
、
リ
ン
ゴ

酢
を
も
と
に
各
種
の
酢
や
糖
類
、

出
汁
を
調
合
し
た
合
わ
せ
酢
で
、

酢
飯
や
酢
漬
け
な
ど
酢
の
物
料

理
全
般
に
使
え
る
『
べ
ん
り
で

酢
』
を
全
国
に
販
売
し
て
い
る
。

創
業
は
１
９
１
２
年
。
初
代

の
柴
崎
広
造
氏
が
醸
造
技
術
を

学
び
、
地
元
の
香
美
町
で
酢
を

製
造
し
た
の
が
同
社
の
始
ま
り

だ
。
戦
後
に
は
醤
油
も
生
産
し

た
が
、
60
年
代
半
ば
に
大
資
本

に
よ
る
量
産
品
が
流
通
し
、
逆

風
が
吹
い
た
。
そ
こ
で
３
代
目

の
一
秀
氏
は
、
商
品
の
高
付
加

価
値
化
を
進
め
、
特
産
品
の
松

葉
ガ
ニ
に
着
目
し
て
カ
ニ
寿
司

向
け
の
業
務
用
寿
司
酢
を
開
発
、

地
元
水
産
加
工
業
者
へ
の
卸
販

売
を
伸
ば
し
た
。

た
だ
80
年
代
に
は
コ
ン
ビ
ニ

が
台
頭
し
、
カ
ニ
寿
司
の
納
品

先
の
弁
当
屋
が
相
次
ぎ
廃
業
す

る
。
再
び
大
手
企
業
の
壁
に
阻

ま
れ
た
が
、
同
社
は
こ
の
時
、

納
品
先
で
「
ト
キ
ワ
の
寿
司
酢

が
あ
れ
ば
、
家
庭
で
簡
単
に
美

味
し
い
酢
の
物
が
つ
く
れ
る
」

と
の
声
を
聞
き
入
れ
、
新
商
品

を
開
発
。
そ
れ
が
現
在
の
主
力

商
品
、
合
わ
せ
酢
で
あ
る
。

以
後
、
寿
司
酢
を
業
務
用
か

ら
小
売
用
に
転
換
し
、
90
年
か

ら
べ
ん
り
で
酢
を
家
庭
用
の
合

わ
せ
酢
と
し
て
売
り
出
す
と
、

徐
々
に
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
遠

方
か
ら
の
注
文
が
増
加
。
や
が

て
通
信
販
売
に
着
手
し
、
２
０

０
０
年
代
初
頭
に
は
生
協
を
通

じ
た
販
売
も
始
め
た
。

手
軽
に
使
え
る
〝
配
合
済
み

万
能
調
味
料
〞
と
い
う
分
野
に

商
機
を
見
出
し
た
同
社
は
、
そ

の
後
も
希
釈
し
て
出
汁
と
す
る

『
え
〜
だ
し
』や
、
煮
物
の
た
れ

の
素
と
な
る
『
な
ん
で
も
ご
た

れ
』
な
ど
を
商
品
化
し
て
い
る
。

柴
崎
明
郎
社
長
は
「
当
社
の

強
み
は
、
良
い
材
料
を
ブ
レ
ン

ド
す
る
技
術
。
よ
り
美
味
し
く
、

よ
り
簡
単
に
家
庭
料
理
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
。

同
社
は
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
も

こ
だ
わ
り
、
遠
隔
地
の
大
手
ス

ー
パ
ー
で
は
敢
え
て
販
売
し
な

い
方
針
だ
が
、
そ
れ
は
自
社
の

手
の
届
か
な
い
大
手
流
通
に
乗

せ
て
販
売
す
る
と
、
顧
客
と
の

関
係
性
が
希
薄
に
な
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
て
事
業
基
盤
を
確
立

し
た
同
社
は
、
最
近
も
業
績
を

伸
ば
し
て
い
る
。
自
社
製
品
を

用
い
た
レ
シ
ピ
本
の
作
成
や
、

地
域
住
民
や
生
協
組
合
員
を
招

い
た
料
理
教
室
を
開
く
な
ど
、

用
途
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

柴
崎
社
長
は
、
「
簡
単
に
楽

し
く
家
庭
料
理
を
つ
く
れ
る
こ

と
は
、
家
族
の
団
欒
に
つ
な
が

る
。
家
庭
料
理
を
通
し
た
心
と

体
の
幸
せ
づ
く
り
が
当
社
の
目

的
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

こ
う
し
た
同
社
の
展
開
を
見

る
と
、
ま
ず
規
模
の
小
さ
い
隙

間
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を
得
る

〝
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
〞
が
功
を
奏

し
た
。
寿
司
酢
も
、
合
わ
せ
酢

も
、
ニ
ッ
チ
な
領
域
ゆ
え
、
当

初
は
大
手
企
業
が
参
入
し
て
お

ら
ず
、
商
品
の
高
付
加
価
値
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
は
、
商
品
の
需
要
開

拓
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
こ
と
だ

ろ
う
。
調
味
料
を
使
う
料
理
本

の
作
成
や
体
験
学
習
な
ど
は
、

既
存
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
商
品

を
売
り
込
む
と
い
う
発
想
を
超

え
、
商
品
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ

し
作
業
で
あ
る
。
こ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
長
け
て
い
た
点
が
、

同
社
の
成
長
を
支
え
た
要
因
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

世
界
が
認
め
た
技
術
力

Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
他
社
ブ
ラ
ン
ド
で

の
生
産
）
に
徹
し
つ
つ
も
、
技

術
力
を
磨
き
上
げ
、
世
界
か
ら

認
め
ら
れ
た
地
域
企
業
も
あ
る
。

山
形
県
朝
日
町
の
家
具
メ
ー
カ

ー
、
朝
日
相
扶
製
作
所
だ
。

同
社
の
武
器
は
、
木
材
か
ら

人
に
な
じ
む
柔
ら
か
い
曲
線
美

の
椅
子
を
つ
く
り
上
げ
る
卓
越

し
た
技
術
力
だ
ろ
う
。
木
の
切

削
に
は
、
熟
練
の
家
具
職
人
が
、

左
右
、
前
後
、
上
下
、
さ
ら
に

３
６
０
度
回
転
と
ヘ
ッ
ド
部
の

１
５
０
度
回
転
の
５
軸
の
動
き

が
可
能
な
加
工
機
を
操
り
、
複

雑
な
曲
面
形
状
の
木
材
加
工
を

難
な
く
こ
な
し
て
し
ま
う
の
だ
。

そ
の
高
度
な
技
術
は
世
界
か

ら
評
価
さ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

高
級
家
具
メ
ー
カ
ー
、
ワ
ン
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
名
だ

た
る
企
業
か
ら
製
造
を
受
託
。

12
年
に
は
、
世
界
的
に
有
名
な

デ
ン
マ
ー
ク
の
建
築
家
、
故
フ

ィ
ン
・
ユ
ー
ル
氏
が
設
計
し
た

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

ビ
ル
の
全
面
改
修
に
あ
た
り
、

同
社
は
会
議
場
内
の
椅
子
２
６

０
脚
を
納
入
し
た
。

そ
ん
な
同
社
も
、
歩
ん
だ
道

程
は
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
。

70
年
、
大
手
家
具
メ
ー
カ
ー

の
出
資
を
受
け
て
設
立
し
た
当

初
は
、
事
務
用
椅
子
の
カ
バ
ー

の
縫
製
を
手
掛
け
た
が
、
73
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
受
注
が

急
減
、
創
業
ほ
ど
な
く
し
て
存

亡
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
。
80
年

代
に
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販

売
で
挫
折
し
、
90
年
代
の
バ
ブ

ル
崩
壊
後
は
大
手
家
具
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
仕
事
が
激
減
。
08
年

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

が
大
き
く
、
09
年
12
月
期
決
算

で
は
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
時
々
で
同
社
は

危
機
を
商
機
に
変
え
た
。
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
木
工
家
具

の
製
造
に
乗
り
出
し
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
品
の
販
売
で
失
敗
し
た

か
ら
こ
そ
、
受
託
製
造
に
傾
注

し
、
高
度
な
技
術
を
手
に
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
受
注
減
が
な

け
れ
ば
、
家
庭
用
家
具
へ
の
参

入
は
な
か
っ
た
し
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
は
海
外
展
開
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
大
逆
転
は
、
個
々

の
社
員
の
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
事

に
当
た
る
結
束
力
が
な
け
れ
ば

成
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
む

ろ
ん
会
社
と
社
員
の
間
に
は
深

い
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

首都圏の企業と比べ、環境に恵まれない地域の中小企業。
だが、強者は決まって厳しい環境から現れる。強い地域企業に迫った。

徹底分析！ 強い地域企業

家庭でも簡単に美味しい酢の物がつくれると評判
の『べんりで酢』。「家庭料理を通じて心と体の幸
せづくりを目指す」と語る柴崎明郎社長
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阿
部
佳
孝
社
長
は
こ
う
語
っ
た
。

「
社
名
の
な
か
の〝
相
扶
〞は

相
互
扶
助
の
意
味
。
会
社
と
従

業
員
、
会
社
と
取
引
先
、
会
社

と
地
域
は
、
皆
お
互
い
さ
ま
で
、

困
っ
た
時
は
助
け
合
う
。
だ
か

ら
当
社
は
一
度
も
リ
ス
ト
ラ
に

手
を
つ
け
た
こ
と
は
な
い
。
ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
社
員
の
雇

用
は
守
っ
て
き
た
の
で
、
い
ざ

景
気
が
回
復
す
る
と
、
す
ぐ
に

力
を
発
揮
で
き
た
の
だ
ろ
う
」
。

雇
用
の
継
続
を
最
優
先
と
す

る
経
営
方
針
の
も
と
、
熟
練
の

職
人
が
育
ち
、
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
人
材

育
成
に
関
し
て
は
、
マ
イ
ス
タ

ー
制
度
と
い
う
技
術
者
の
評
価

制
度
も
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ

は
一
芸
に
秀
で
た
技
術
者
を
同

社
が
マ
イ
ス
タ
ー
と
認
定
し
た

う
え
で
、
別
途
手
当
て
を
支
給

し
、
か
つ
定
年
を
廃
止
す
る
仕

組
み
。
管
理
者
と
同
等
か
そ
れ

以
上
の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
技
術
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
げ
た
。

阿
部
社
長
は
、
「
も
の
づ
く

り
は
人
づ
く
り
。
我
々
は
も
の

づ
く
り
を
通
し
て
成
長
し
て
い

く
。
そ
し
て
目
指
す
は
世
界
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ル
メ
ス
だ
。

い
つ
か
エ
ル
メ
ス
の
家
具
を
つ

く
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

企
業
は
人
な
り

業
種
は
違
え
ど
も
〝
人
財
〞

を
核
に
業
績
を
伸
ば
し
た
地
域

企
業
と
し
て
、
京
都
市
の
ホ
ロ

ス
グ
ル
ー
プ
の
成
功
事
例
は
知

っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

同
社
は
、
大
手
生
保
出
身
の

堀
井
計
社
長
に
よ
っ
て
01
年
に

設
立
さ
れ
る
と
、
保
険
の
代
理

店
販
売
で
急
成
長
を
遂
げ
た
。

い
ま
で
は
保
険
業
に
と
ど
ま
ら

ず
、
教
育
研
修
や
シ
ス
テ
ム
開

発
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら

不
動
産
ま
で
業
容
を
拡
大
。
全

国
に
22
拠
点
、
３
０
０
人
の
営

業
社
員
を
抱
え
、
安
定
し
た
経

営
基
盤
を
築
い
て
い
る
。

高
成
長
の
背
景
に
は
96
年
の

保
険
業
法
の
改
正
が
あ
る
。
そ

れ
ま
で
の
代
理
店
１
社
専
属
制

が
、
一
定
条
件
の
も
と
に
複
数

の
生
保
会
社
の
商
品
を
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
変
化
を
、
堀
井
社
長
は
、

「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
近
い
保

険
代
理
店
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
高
ま
る
」
と
捉
え
、
商
機
を

見
出
し
独
立
に
踏
み
切
っ
た
わ

け
だ
。

確
か
に
、
生
命
保
険
は
顧
客

に
死
亡
保
険
金
を
支
払
う
ま
で

続
く
息
の
長
い
商
品
で
あ
る
。

代
理
店
と
し
て
組
織
化
す
れ
ば
、

保
険
商
品
を
通
じ
て
多
く
の
顧

客
と
親
密
な
関
係
を
築
け
る
た

め
、
保
険
以
外
の
商
品
も
提
供

で
き
る
可
能
性
も
あ
っ
て
、
事

業
の
幅
は
拡
が
る
。

だ
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
営
業

社
員
に
は
、
顧
客
の
将
来
を
慮

る
き
め
細
か
い
気
づ
か
い
や
、

顧
客
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
も
ら

え
る
だ
け
の
人
間
力
が
求
め
ら

れ
る
。
営
業
社
員
の
育
成
は
、

容
易
で
は
な
い
は
ず
だ
。

事
実
、
同
社
も
社
員
教
育
に

苦
労
し
た
よ
う
だ
が
、
堀
井
社

長
は
、
「
形
の
な
い
保
険
の
販

売
で
実
績
を
上
げ
る
社
員
に
は
、

実
は
普
遍
的
な
営
業
ス
キ
ル
が

あ
る
。
そ
の
ス
キ
ル
を
可
視
化

し
、
社
内
で
共
有
す
れ
ば
、
営

業
力
の
底
上
げ
を
図
れ
る
」
と

し
て
実
践
し
た
わ
け
だ
が
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で
、
そ
の
「
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
手
法
」
を
外

部
の
企
業
に
も
提
供
し
始
め
た
。

そ
れ
は
、
保
険
業
界
に
限
ら

ず
証
券
業
界
な
ど
異
業
種
に
わ

た
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
営
業

・
販
売
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、

そ
の
際
の
講
師
と
し
て
同
社
は

自
社
の
ト
ッ
プ
営
業
社
員
を
派

遣
し
た
。
営
業
社
員
に
と
っ
て

は
、
歩
合
制
の
営
業
職
で
成
果

を
上
げ
れ
ば
、
企
業
を
指
導
す

る
講
師
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上

す
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
堀
井
社
長
が

常
に
社
員
に
配
慮
す
る
の
は
、

経
営
資
源
は
す
な
わ
ち〝
人
財
〞

だ
と
い
う
確
固
た
る
思
い
と
と

も
に
、
不
本
意
な
社
会
の
偏
見

に
対
す
る
幾
ば
く
か
の
抵
抗
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
堀
井
社
長
は
こ
う
私
見

を
述
べ
て
い
る
。

「
保
険
の
販
売
員
は
、
高
い

能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
間
か
ら
は
低
く
見
ら
れ
が
ち

だ
。
だ
か
ら
、
私
は
皆
が
誇
り

を
も
っ
て
仕
事
に
臨
め
る
よ
う

新
た
な
仕
組
み
を
考
え
、
結
果

と
し
て
事
業
が
拡
が
っ
て
き
た

よ
う
に
思
う
」
。

同
社
で
は
事
業
会
社
ホ
ロ
ス

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
営
業
社
員
を

「
将
来
設
計
士
」
と
呼
ぶ
の
も
、

こ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
同
社
は
18
年
、
日
本

Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
と
業
務
提
携

契
約
を
締
結
し
、
後
継
者
問
題

を
抱
え
る
中
小
企
業
オ
ー
ナ
ー

と
Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
す
る
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
に
参
入
し

た
。
今
後
も
展
開
に
注
目
だ
。

揺
る
が
ぬ
理
念

弛
ま
ぬ
挑
戦

理
念
を
追
求
し
、
社
会
貢
献

の
活
動
を
拡
げ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
結
果
と
し
て
事
業
規
模
が

拡
大
し
た
例
も
あ
る
。
広
島
市

内
で
総
合
福
祉
事
業
を
展
開
す

る
あ
と
会
の
取
り
組
み
だ
。

同
会
は
非
営
利
団
体
ゆ
え
、

株
式
会
社
と
は
異
な
る
が
、
広

島
市
内
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、介
護
老
人
保
健
施
設
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
２

ヵ
所
運
営
し
、
総
ベ
ッ
ド
数
４

７
９
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
い

稼
働
率
。
し
か
も
５
５
０
人
の

職
員
を
擁
し
て
い
る
の
だ
か
ら

地
域
の
雇
用
を
守
る
強
い
地
域

企
業
の
模
範
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
会
は
77
年
、
外
科
医
の
横

山
吉
宏
氏
が
広
島
市
安
佐
北
区

に
横
山
外
科
・
胃
腸
科
を
開
設

し
た
の
が
最
初
だ
。
87
年
に
法

人
化
す
る
と
、
そ
の
後
医
療
制

度
が
改
正
。
高
齢
な
患
者
の
長

期
入
院
が
難
し
く
な
る
な
か
、

当
時
阿
戸
町
に
は
福
祉
施
設
は

な
く
、
退
院
後
１
人
暮
ら
し
を

す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
た
。

そ
こ
で
同
会
は
92
年
社
会
福

祉
法
人
あ
と
会
を
設
立
。
翌
93

年
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
く
に
く
さ
苑
』
を
開
設
し
た

が
、
こ
の
時
、
施
設
長
を
兼
務

し
て
事
業
を
牽
引
し
た
の
が
、

横
山
理
事
長
の
妻
で
社
会
福
祉

法
人
の
常
務
理
事
を
務
め
る
横

山
輝
代
子
氏
だ
っ
た
。

自
身
は
薬
剤
師
と
し
て
医
療

に
携
わ
っ
て
き
た
も
の
の
、
福

祉
の
経
験
は
な
く
、
苦
労
が
絶

え
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

も
挑
戦
を
厭
わ
な
か
っ
た
の
は
、

確
た
る
理
念
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

す
な
わ
ち
、「
や
す
ら
ぎ
、
豊
か

さ
、
喜
び
。
こ
の
〝
３
Ｙ
〞
を

施
設
の
利
用
者
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
」
（
横
山
常
務
理
事
）
。

そ
し
て
横
山
常
務
理
事
は
改

革
を
進
め
た
。
福
祉
施
設
で
自

ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
学
び
、
専
門

家
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
指
導
を
受
け
る
と
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
な
ど
を
開

始
。
特
に
施
設
利
用
者
の
食
事

に
は
徹
底
し
て
こ
だ
わ
っ
た
。

01
年
に
は
、
食
材
の
旨
味
を

逃
さ
ず
、
柔
ら
か
く
仕
上
げ
ら

れ
る
真
空
低
温
調
理
法
を
導
入

し
た
が
、
介
護
状
態
が
重
度
の

利
用
者
は
食
す
こ
と
が
で
き
ず
、

流
動
食
を
提
供
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
す
る
と
07
年
に
は
次

世
代
の
介
護
食
、
凍
結
含
浸
法

を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
広
島
県
食
品
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
特

許
技
術
で
、
食
材
を
凍
結
・
解

凍
し
細
胞
の
結
合
を
緩
め
た
後
、

真
空
に
し
て
食
材
を
柔
ら
か
く

す
る
酵
素
液
を
浸
透
さ
せ
る
特

殊
な
調
理
法
だ
。
堅
い
食
材
が

形
状
を
残
し
つ
つ
、
舌
で
す
り

潰
せ
る
ほ
ど
柔
ら
か
く
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
流
動
食
を
口

に
し
な
か
っ
た
利
用
者
が
自
力

で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
会
で
は
、
現
在
約
１
０
０
人

の
利
用
者
に
凍
結
含
浸
法
に
よ

る
介
護
食
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
横
山
常
務
理
事
は
、

介
護
職
員
の
意
識
の
向
上
に
も

心
血
を
注
い
だ
。
高
齢
者
福
祉

の
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
都

市
と
人
材
交
流
の
業
務
提
携
を

結
び
、
職
員
を
毎
年
２
人
ず
つ

派
遣
す
る
研
修
を
実
施
。
む
ろ

ん
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
介
護
の
知

見
を
吸
収
す
る
の
が
目
的
だ
が
、

職
員
の
意
識
向
上
を
図
る
狙
い

も
あ
っ
た
。
す
で
に
延
べ
35
人

の
職
員
が
研
修
を
受
け
て
い
る
。

横
山
常
務
理
事
は
、
「
介
護

職
員
の
求
人
が
厳
し
い
中
、
あ

と
会
に
は
若
い
方
が
多
く
入
職

し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
大
変
嬉

し
い
。
３
Ｙ
の
心
は
全
職
員
に

も
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
理

念
で
あ
る
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

〝
３
Ｙ
〞
の
理
念
が
受
け
継

が
れ
、
こ
れ
が
地
域
へ
と
広
が

れ
ば
、
共
生
の
社
会
が
生
ま
れ

る
。
そ
こ
に
地
域
活
性
化
の
糸

口
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

約20年前に一人で創業した堀井計社長。保険業
から教育研修やコンサル、不動産へと業容を拡大
し多くの表彰を授与された
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代子常務理事。施設にはバリアフリーなど利用者
に配慮した設計を導入

0

5

10

15

20

［トキワグループの売上高］
決算期：3月

’18
▲

’17
▲

’16
▲

’15
▲

’14
▲

’13
▲

’12
▲

’11
▲

’10
▲

2009年
▲

（億円）
消費増税前の
特需で増収

同社初の
広告展開開始

2000年代から
続く増収基調

0

5

10

15

20

［朝日相扶製作所の売上高］
決算期：12月

’18
▲

’17
▲

’16
▲

’15
▲

’14
▲

’13
▲

’12
▲

’11
▲

’10
▲

2009年
▲

（億円）

0

10

20

30

40

［ホロスグループの売上高］
決算期：7月

’18
▲

’17
▲

’16
▲

’15
▲

’14
▲

’13
▲

’12
▲

’11
▲

’10
▲

2009年
▲

（億円）

0

10

20

30

40

［あと会グループの売上高］
決算期：3月

’18
▲

’17
▲

’16
▲

’15
▲

’14
▲

’13
▲

’12
▲

’11
▲

’10
▲

2009年
▲

（億円）

震災で物流が
滞り出荷減

純粋持株会社
ホロスHD設立

新たな人事
考課制度導入

第一生命と
資本・業務提携
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Ｐroduct
（
製
品
）、Price

（
価
格
）、Place
（
場
所
）
、

Prom
otion

（
販
売
促
進
）

と
、
4
つ
の
変
数
で
分
析
す
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
〝
４
Ｐ
〞
と
い
う
の

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
３
つ
目
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
場
所
」
は
、

事
業
の
継
続
を
図
る
う
え
で
重
要
な

要
素
だ
。

そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
地
域
企

業
に
と
っ
て
の
場
所
は
、
顧
客
が
少

な
く
、
働
き
手
が
不
足
し
て
い
る
地

方
だ
。
首
都
圏
の
企
業
と
比
べ
る
と
、

ど
う
し
て
も
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
。
た

だ
、
ど
の
よ
う
な
地
方
都
市
に
も
人

が
集
ま
る
場
所
が
あ
る
の
で
、
状
況

に
よ
っ
て
は
、
人
の
集
ま
る
場
所
へ

移
動
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

地
域
企
業
の
不
利
な
点
を
も
う
ひ

と
つ
挙
げ
る
な
ら
ば
、
情
報
が
少
な

い
こ
と
だ
。
現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
、
情
報
化
社
会
と
も
言

わ
れ
る
が
、
こ
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要

な
専
門
的
な
情
報
の
量
は
、
首
都
圏

と
地
方
で
大
き
な
差
が
あ
る
。

第
一
に
、
「
既
存
事
業
の
自
己
革

新
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
年
商
数
十

億
円
の
あ
る
服
飾
メ
ー
カ
ー
を
例
に

挙
げ
る
。
そ
の
企
業
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
前
に
創
業
し
、
群
馬
県
で
モ

ン
ペ
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
戦

時
中
に
学
生
服
を
つ
く
り
始
め
、
戦

後
は
工
場
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
オ
フ

ィ
ス
の
制
服
に
シ
フ
ト
し
、
現
在
は

看
護
服
や
介
護
服
を
生
産
し
て
売
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
高
度
経
済
成

長
期
を
経
て
、
高
齢
化
社
会
へ
と
移

り
行
く
時
代
の
変
化
に
順
応
し
、
顧

客
を
変
え
、
商
品
を
変
え
、
売
り
方

・
儲
け
方
を
変
え
て
自
己
革
新
を
遂

げ
た
。
つ
ま
り
、
既
存
事
業
の
自
己

革
新
と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
時
代

適
合
と
言
え
る
。

第
二
に
、
「
新
た
な
事
業
創
造
」

だ
。
全
く
新
し
い
事
業
を
始
め
る
と

い
う
よ
り
は
、
既
存
事
業
の
隣
地
で

新
た
な
事
業
を
創
造
す
る
こ
と
を
指

す
。
た
と
え
ば
、
家
具
メ
ー
カ
ー
が
、

木
と
の
触
れ
合
い
に
価
値
を
見
出
し
、

子
供
向
け
の
木
工
体
験
を
始
め
た
と

し
よ
う
。
家
具
メ
ー
カ
ー
が
体
験
教

育
事
業
に
乗
り
出
す
の
だ
か
ら
、
一

見
す
る
と
、
全
く
新
し
い
事
業
だ
が
、

背
景
に
は
、
木
を
加
工
す
る
技
術
が

確
固
と
し
て
存
在
し
、
さ
ら
に
、
木

の
温
も
り
や
安
ら
ぎ
を
家
庭
に
届
け

る
と
い
う
理
念
が
あ
っ
て
、
そ
の
部

分
は
既
存
事
業
と
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
事
業
が
、
自

社
の
強
み
や
技
術
、
理
念
に
お
い
て
、

既
存
の
他
の
事
業
と
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
が
肝
要
だ
。

そ
し
て
、
既
存
事
業
の
自
己
革
新

と
新
た
な
事
業
創
造
は
、
車
の
両
輪

の
ご
と
く
、
併
存
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
両
利
き
の
経
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
。

未
来
志
向
で

心
を
開
こ
う

で
は
、
改
め
て
地
域
企
業
が
成
長

す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。
地
域

企
業
は
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
で
あ
る
場

合
が
多
い
た
め
、
地
域
企
業
の
経
営

者
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
見
解
を
述
べ
る
。

ま
ず
、
未
来
志
向
で
あ
る
べ
き
だ

ろ
う
。
５
年
後
、
10
年
後
の
世
の
中

の
変
化
を
読
み
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト

す
る
。
つ
ま
り
、
先
か
ら
今
を
見
る

の
で
あ
る
。

変
化
を
捉
え
る
際
の
切
り
口
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

分
析
を
用
い
る
と
よ
い
。
Ｐ
はPol-

itics

（
政
治
）
やPopulation

（
人

口
）
だ
。
政
治
の
変
化
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
今
後
は
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
加
速
す
る
。
そ
の
変
化
が
事
業

に
も
た
ら
す
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

Ｅ
はE

conom
y

（
経
済
）
とE

nvi-
ronm

ent

（
環
境
）
。
い
ま
や
異
常

気
象
が
顕
在
化
し
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
や
〝
脱
炭
素
化
〞
の
潮
流
に

対
し
て
、
地
域
企
業
も
無
縁
で
は
い

ら
れ
な
い
。
Ｓ
のSociety

（
社
会
）

や
Ｔ
のT
echnology

（
技
術
）
も

重
視
す
べ
き
だ
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
の
普
及
に
伴
い
、
事
業
形

態
そ
の
も
の
が
変
化
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
地
域
企
業
の
経
営
者
は

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
あ
る
方
が
よ

い
。
と
い
う
の
も
、
経
営
者
は
独
り

善
が
り
に
な
り
が
ち
だ
。
成
功
し
た

企
業
が
や
が
て
伸
び
悩
む
の
は
、

往
々
に
し
て
事
業
モ
デ
ル
が
強
す
ぎ

る
こ
と
と
、
影
響
力
の
あ
る
経
営
者

が
そ
の
事
業
モ
デ
ル
に
固
執
す
る
点

に
あ
る
。
時
代
が
変
化
し
て
も
、
時

代
錯
誤
を
続
け
、
つ
い
に
は
時
代
と

大
き
く
乖
離
し
て
通
用
し
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。〝
秘
伝
の
タ
レ
〞は

守
り
つ
つ
、
広
い
心
を
持
っ
て
他
社

を
受
け
入
れ
、
協
業
し
て
、
時
代
の

変
化
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
心
掛

け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
金
鉱
を
掘
り
当

て
る
ま
で
、
仮
説
と
検
証
を
繰
り
返

す
こ
と
。
こ
れ
は
、
半
ば
精
神
論
に

近
い
が
、
考
え
て
考
え
て
考
え
抜
い

て
、
何
度
も
試
行
す
る
こ
と
は
、
経

営
に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

10
通
り
試
し
て
失
敗
し
た
ら
、
１
０

０
通
り
試
行
す
る
。
必
ず
答
え
が
見

え
て
く
る
は
ず
だ
。

最
後
に
、
私
が
期
待
す
る
の
は
、

若
い
方
や
女
性
、
業
界
外
の
方
な
ど
、

異
な
る
視
野
・
視
座
を
持
っ
た
経
営

者
だ
。
そ
の
点
、
３
代
目
社
長
も
い

い
。
初
代
が
新
規
事
業
を
つ
く
り
、

２
代
目
は
組
織
の
歪
み
を
是
正
す
る

が
、
膿
を
一
掃
し
て
自
己
革
新
を
遂

げ
、
新
た
な
事
業
を
創
る
の
は
３
代

目
が
多
い
。
会
社
を
潰
す
の
は
３
代

目
と
言
う
が
、
会
社
を
伸
ば
す
の
も

３
代
目
だ
。

仮
に
企
業
が
ア
ジ
ア
進
出
を
狙
う

ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
よ
う
。
首
都
圏

の
企
業
な
ら
ば
、
事
前
に
ア
ジ
ア
各

国
の
法
規
を
調
べ
、
市
場
を
調
査
す

る
こ
と
は
比
較
的
容
易
に
で
き
る
が
、

地
域
企
業
の
場
合
、
地
元
に
海
外
事

情
に
詳
し
い
弁
護
士
や
調
査
会
社
が

な
い
。
海
外
進
出
し
た
企
業
も
僅
か

で
、
事
例
が
乏
し
い
。

こ
う
し
た
情
報
量
の
格
差
は
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
差
に
直
結
す
る
。

地
域
企
業
の
多
く
が
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
集
め
て
商
材
を
開
発
・
販
売
し

て
い
く
Ｂ
ｔｏ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
を
苦
手
と

し
、
大
手
企
業
の
下
で
生
産
・
販
売

す
る
下
請
け
企
業
で
あ
り
続
け
る
の

も
、
そ
の
現
れ
と
言
え
る
。

成
長
の
た
め
の

２
つ
の
要
諦

な
ら
ば
、
地
域
企
業
が
成
長
す
る

た
め
に
何
が
必
要
か
。
そ
れ
を
論
ず

る
前
に
、
地
域
企
業
に
限
ら
ず
、
企

業
の
永
続
的
な
成
長
に
欠
か
せ
な
い

２
つ
の
普
遍
的
な
要
素
に
つ
い
て
、

説
明
し
て
お
こ
う
。

年
商
１
兆
円
超
の
上
場
企
業
か
ら
地
域
の
オ
ー
ナ
ー
企
業
ま
で

６
０
０
社
余
り
に
１
０
０
０
件
以
上
の
経
営
支
援
を
提
供
し
て
き
た

Ｐ
＆
Ｅ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
の
島
田
直
樹
社
長
。

〝
企
業
成
長
の
請
負
人
〞が
地
域
企
業
経
営
の
針
路
を
示
し
た
。

Ｐ
＆
Ｅ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ 

島
田
直
樹
社
長

〝
企
業
成
長
の
請
負
人
〟が
示
し
た

地
域
企
業
経
営
の
針
路

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●（
し
ま
だ
・
な
お
き
）１
９
６
８
年
生
ま
れ
。９３
年
一
橋
大
学
卒
、９８
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
工
科
大
学
大
学
院
で 

Ｍ
Ｂ
Ａ（
経
営
学
修
士
）取
得
。米
ア
ッ
プ
ル
、外
資
コ
ン
サ
ル
大
手
の
米
ボ

ス
ト
ン・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ・
グ
ル
ー
プ
を
経
て
、２
０
０
１
年
に
Ｐ
＆
Ｅ
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
を
設
立
。

経
営
支
援
先
は
、ハ
イ
テ
ク
メ
ー
カ
ー
や
金
融
・
投
資
会
社
、卸
・
小
売
・
外
食
の
流
通
業
界
、サ
ー
ビ
ス

・エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
業
界
な
ど
多
岐
に
渡
り
、上
場
会
社
か
ら
中
小
企
業
ま
で
６
０
０
社
超
。実

績
は
１
０
０
０
件
を
超
え
る
。

S H I MA DA  N a o k i

日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件

1617 2019  Spring2019  Spring



中
小
企
業
の
経
営
者
が
親
族
や

第
三
者
に
株
式
や
事
業
用
資

産
を
譲
る
事
業
承
継
。
こ
こ

数
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
経

済
が
深
刻
な
事
態
に
直
面
し
て
い
る
か

ら
だ
。

そ
も
そ
も
、
中
小
企
業
は
日
本
経
済

そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

日
本
の
企
業
の
99
・
７
％
が
中
小
企
業

で
、
労
働
人
口
の
約
70
％
の
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
小
企
業
の
数
が
年
々
減
っ
て

い
る
。
２
０
１
４
年
時
の
３
８
１
万
業

者
か
ら
16
年
時
は
３
５
８
万
業
者
へ
２

年
間
で
20
万
業
者
も
減
少
し
た
。
要
因

は
い
く
つ
か
あ
る
に
せ
よ
、
経
営
者
の

高
齢
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
１
９
９
５
年
時
と
20
年

後
の
15
年
時
の
中
小
企
業
経
営
者
の
年

齢
分
布
。
95
年
時
は
山
が
47
歳
だ
っ
た
。

つ
ま
り
経
営
者
を
年
齢
別
に
分
け
る
と
、

47
歳
が
最
も
多
か
っ
た
わ
け
だ
。
そ
れ

が
20
年
後
の
15
年
に
は
山
が
66
歳
に
移

っ
た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
の
経
営
者
が

20
年
間
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
の
証
で
あ
る
が
、
同
時
に
新

陳
代
謝
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
如

実
に
表
し
て
い
る
。

問
題
は
10
年
後
の
未
来
だ
。
現
在
60

歳
以
上
の
中
小
企
業
経
営
者
は
２
４
５

万
人
で
、
全
体
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
。

こ
れ
ら
の
経
営
者
は
10
年
後
に
70
歳
を

超
え
る
の
だ
。
し
か
も
こ
の
う
ち
１
２

７
万
業
者
は
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な

い
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
１
２
７
万
業

者
の
雇
用
者
数
を
６
５
０
万
人
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
し
て
22
兆
円
と
試
算
す
る
と
、
事

態
は
深
刻
だ
。
世
代
交
代
で
き
な
け
れ

ば
、
企
業
の
大
量
廃
業
時
代
が
訪
れ
、

そ
れ
こ
そ
日
本
経
済
は
沈
没
し
て
し
ま

う
。

経
営
者
は

辞
め
ら
れ
な
い

な
ぜ
世
代
交
代
が
進
ま
な
い
の
か
。

全
国
で
中
小
企
業
の
経
営
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
後
継
者
が

い
な
い
」
、
「
資
産
を
譲
る
際
に
相
続

税
や
贈
与
税
が
か
か
る
」
と
い
う
回
答

が
多
く
、
黒
字
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
業

す
る
企
業
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
事
業
承
継
が
ネ
ッ
ク
に
な

っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
口
に
事
業
承
継

と
言
っ
て
も
単
純
で
は
な
い
。
ま
ず
経

営
者
に
退
い
て
も
ら
い
、
同
時
に
後
継

者
を
探
す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

事
業
承
継
後
も
企
業
は
事
業
を
継
続
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
一
連
の
過
程
で
、
意
外
と
大
変

な
の
が
、
経
営
者
の
引
退
だ
。
経
営
者

の
多
く
は
、
事
業
承
継
を
口
に
す
る
と
、

銀
行
か
ら
借
入
金
の
返
済
を
求
め
ら
れ

た
り
、
取
引
先
か
ら
不
安
に
思
わ
れ
た

り
、
信
用
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
を

恐
れ
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
頑
張
っ
て

し
ま
い
、
体
調
を
崩
す
な
ど
し
て
い
ざ

会
社
を
引
き
継
い
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た
時
に
、
実
は

後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面

す
る
。

相
続
税・贈
与
税
は
ゼ
ロ

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
前

も
っ
て
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
、

我
々
は
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
を
始
め
た
。

経
営
者
は
、
地
方
銀
行
や
税
理
士
に
対

し
て
は
心
を
開
く
傾
向
に
あ
る
の
で
、

地
銀
や
税
理
士
を
通
し
て
、
事
業
承
継

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
よ
う
提
案
す
る

取
り
組
み
を
年
間
10
万
件
程
進
め
て
い

る
。そ

し
て
経
営
者
に
腹
を
決
め
て
も
ら

っ
た
後
は
、
親
族
や
第
三
者
へ
の
引
き

継
ぎ
に
な
る
が
、
親
族
が
株
式
や
事
業

用
資
産
を
譲
り
受
け
る
場
合
、
相
続
税

や
贈
与
税
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
経
営
者
が
親
族
に
株

式
を
生
前
贈
与
す
る
際
、
税
務
署
が
企

業
の
収
益
な
ど
か
ら
株
式
を
評
価
し
、

そ
の
評
価
額
に
応
じ
て
贈
与
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
優
良
企
業
こ
そ

株
式
の
評
価
額
は
高
く
、
中
小
企
業
で

も
贈
与
税
が
数
千
万
円
か
ら
億
単
位
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
て
、
し
か
も
現
金
で

納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
大
き
な
制
約
だ
か
ら
、
従
来

も
全
株
式
の
３
分
の
２
に
か
か
る
相
続

税
や
贈
与
税
を
猶
予
す
る
税
制
優
遇
が

あ
っ
た
。
た
だ
一
見
手
厚
い
よ
う
だ
が
、

端
的
に
言
え
ば
、
全
株
式
に
か
か
る
相

続
税
や
贈
与
税
の
う
ち
半
分
強
が
猶
予

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
裏
を
返
せ
ば
半

分
弱
は
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
厳
し
い
条
件
が
あ
っ
て
、
承
継

前
の
80
％
以
上
の
雇
用
を
承
継
後
の
５

年
間
平
均
し
て
維
持
す
る
要
件
を
課
せ

ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
従
業
員
５
人

の
会
社
で
２
人
が
定
年
退
職
し
、
新
た

に
雇
用
で
き
な
け
れ
ば
、
６
年
後
に
猶

予
さ
れ
て
い
た
分
を
納
税
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

そ
こ
で
国
は
18
年
に
税
制
を
改
正
し

た
。
経
営
者
の
親
族
が
負
担
し
て
い
た

相
続
税
や
贈
与
税
を
ゼ
ロ
に
し
、
雇
用

継
続
の
要
件
も
実
質
不
要
に
し
た
の
で

あ
る
。
抜
本
的
に
改
善
し
た
の
で
多
く

の
企
業
が
活
用
し
て
い
る
。

一
方
、
第
三
者
に
事
業
を
譲
る
場
合

は
、
相
続
・
贈
与
で
は
な
く
売
却
だ
。

中
小
企
業
が
自
力
で
売
却
先
を
探
す
の

は
難
し
く
、
地
銀
や
税
理
士
に
頼
っ
て

も
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
『
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
』
で
全
国
版
の

マ
ッ
チ
ン
グ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し

て
い
る
。
い
わ
ば
、
会
社
を
譲
り
た
い

経
営
者
と
会
社
を
引
き
受
け
た
い
経
営

者
の
お
見
合
い
作
業
だ
。

条
件
が
合
う
両
者
が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
、
対
面
で
話
を
進
め
て
も
ら
う
。

も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
に
は
会
社
の
機
密
事

項
が
含
ま
れ
る
た
め
、
デ
ー
タ
べ
ー
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
一
定
の
制
限
を
設

け
る
。
実
務
は
、
地
銀
や
税
理
士
な
ど

に
請
け
負
っ
て
も
ら
う
形
に
な
る
だ
ろ

う
。そ

し
て
中
小
企
業
に
は
、
事
業
承
継

を
契
機
に
、
既
存
の
中
小
企
業
向
け
の

制
度
な
ど
を
活
用
し
て
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

日
本
経
済
に
影
を
落
と
す
中
小
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
問
題
。想
像
以
上
に
深
刻
だ
。

中
小
企
業
庁
の
安
藤
長
官
は
事
業
承
継
に
活
路
を
見
出
し
た
。

Voice  of  
Government official 

「
中
小
企
業
は
日
本
経
済
そ
の
も
の

  

事
業
承
継
は
待
っ
た
な
し
」

中
小
企
業
庁 

安
藤
久
佳

 

長
官

プロフィール●1960年4月愛
知県生まれ。東京大学法学
部卒業後、通商産業省（現
経済産業省）入省。大臣秘
書官、経済産業政策局経済
産業政策課長、首相秘書官、
関東経済産業局長などを経
て、17年7月より現職。
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生
ま
れ
変
わ
る
〜
」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
16
年
４
月
に
始
動

し
た
第
10
次
中
期
経
営
計
画
の
狙

い
は
取
引
基
盤
の
拡
大
。
そ
の
成

果
は
着
実
に
現
れ
、
３
年
間
の
新

規
顧
客
数
は
、
個
人
が
５
万
６
０

０
０
人
、
法
人
は
５
１
０
０
社
に

達
し
た
。

功
を
奏
し
た
背
景
に
は
、
行
員

の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
低
料
金
化
と
利
便

「

こ
の
３
年
間
は
助
走
期
間

だ
。
そ
し
て
つ
い
に
進

化
を
遂
げ
る
時
が
来
た
」。

中
條
功
頭
取
は
、
今
年
４
月
か

ら
の
新
中
期
経
営
計
画
の
発
表
を

前
に
、
こ
う
語
っ
た
。
中
條
頭
取

の
言
う
「
助
走
期
間
」
と
は
、
２

０
１
６
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
３

年
間
で
あ
る
。

「
Ｒ
ｅ 

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
〜
原
点

に
立
ち
還
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

性
向
上
が
大
き
か
っ
た
。

長
野
銀
行
は
、
個
人
向
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ

イ
ン
グ
の
月
間
手
数
料
と
同
行
支

店
内
の
振
込
手
数
料
を
い
ち
早
く

無
料
に
す
る
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
り

扱
い
も
、
同
行
と
セ
ブ
ン
銀
行
の

入
出
金
手
数
料
の
無
料
化
を
実
施
。

法
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
も
、
同
行
支
店
内
の
振
込

手
数
料
を
無
料
に
し
た
う
え
、
他

行
へ
の
振
込
手
数
料
ま
で
大
幅
に

引
き
下
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
を
見
据
え
た
個
人
顧
客
へ

の
利
便
性
の
拡
充
だ
。
16
年
に
ス

マ
ホ
で
口
座
を
開
設
で
き
る
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
を
提
供
し
始
め
、
17
年

に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
預
金
口

座
振
替
の
申
込
み
が
で
き
る
『
な

が
ぎ
ん
Ｗ
ｅ
ｂ
口
振
』
を
開
始
。

同
時
に
ヤ
フ
ー
と
提
携
し
て
顧
客

が
ヤ
フ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
の
支

払
い
時
に
代
金
を
口
座
か
ら
引
き

落
と
せ
る
よ
う
に
し
た
。

18
年
年
初
に
は
、
機
能
を
増
や

し
、
残
高
・
入
出
金
明
細
照
会
や

入
出
金
通
知
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
で
無
料
で
利
用

で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
、
『
な
が

ぎ
ん
ア
プ
リ
』
を
提
供
、
新
規
顧

客
数
の
獲
得
を
狙
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
中
條
頭
取
は
、

「
ス
マ
ホ
か
ら
操
作
で
き
る
ア
プ

リ
バ
ン
キ
ン
グ
は
好
評
で
、
す
で

に
１
万
２
０
０
０
人
以
上
の
方
々

に
ア
プ
リ
を
取
り
込
ん
で
い
た
だ

い
た
」
と
し
た
う
え
で
、
「
地
域

金
融
機
関
と
し
て
、
質
の
高
い
低

料
金
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
地
元
の

皆
様
に
お
届
け
で
き
る
か
、
こ
れ

は
当
行
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

銀
行
が
利
益
の
追
求
ば
か
り
を
前

面
に
出
す
よ
う
に
な
る
と
、
あ
る

意
味
お
か
し
な
社
会
に
な
る
」
と

さ
え
言
う
。

と
は
い
え
、
利
用
者
の
間
で
ス

マ
ホ
を
活
用
し
た
取
引
形
態
が
普

及
す
る
と
、
単
純
な
店
舗
機
能
は

徐
々
に
形
骸
化
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。
事
実
、
同
行
も
、
店
舗

の
運
営
を
見
直
し
、
再
編
を
進
め

て
い
る
。

で
は
、
銀
行
業
務
は
今
後
ど
こ

へ
向
か
う
の
か
。
中
條
頭
取
は
、

「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
に
向

か
う
」
と
応
え
、
「
お
客
様
と
向

き
合
っ
て
、
悩
み
を
聞
き
入
れ
、

寄
り
添
っ
て
、
解
決
に
導
く
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
だ
」
と
つ
け
加

え
た
。

そ
の
ひ
と
つ
の
表
れ
と
も
言
え

る
の
が
、
同
行
が
18
年
４
月
に
創

設
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
室
だ
。
法
人
顧
客
に
対
し
て
、

販
路
開
拓
や
経
費
削
減
、
人
材
開

発
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
行
う
専

門
部
署
で
、
中
條
頭
取
は
、
「
各

営
業
店
で
集
め
た
情
報
を
包
括
的

に
管
理
し
、
専
門
性
の
高
い
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
顧
客
に
直
接
提
供

し
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
よ
り
活

発
化
さ
せ
、
事
業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ

へ
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
」

と
狙
い
を
語
っ
た
。

事
業
承
継
へ
の
取
り
組
み
と
言

え
ば
、
同
行
が
か
ね
て
よ
り
実
施

し
て
き
た
『
次
世
代
経
営
者
育
成

セ
ミ
ナ
ー
』
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
ろ

う
。
す
で
に
卒
業
生
は
１
５
０
人

を
超
え
、
い
ま
で
は
経
営
者
と
し

て
事
業
を
引
き
継
い
で
い
る
者
も

少
な
く
な
い
。

目
指
す
は

盤
石
な
経
営
基
盤

同
行
が
こ
う
し
た
中
小
企
業
向

け
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
の
は
、

長
期
化
す
る
超
低
金
利
政
策
へ
の

対
応
だ
け
で
な
い
。
長
野
県
内
の

産
業
構
造
の
変
化
も
深
く
関
係
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
長
野
県
の
観
光

業
は
低
迷
し
て
い
る
。
客
室
数
こ

そ
全
国
６
番
目
だ
が
、
客
室
稼
働

率
は
50
％
を
切
っ
て
全
国
最
下
位

だ
。
一
方
で
、
電
気
・
電
子
・
機

械
な
ど
の
製
造
業
は
安
定
成
長
し

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
借
り

入
れ
の
ニ
ー
ズ
は
減
っ
て
お
り
、

～長野銀行の歩み～
1950年 『長野県商工信用組合』設立

1970年 『長野相互銀行』に社名変更

1980年 外貨両替商業開始

1983年
国債窓口販売開始

新本店完成

1985年
総合オンライン開始

外国為替業開始

1987年 公共債ディーリング業開始

1989年
『長野銀行』に社名変更

東京支店開設

1990年 預金残高5000億円突破

1992年
コルレス為銀業開始

担保附社債受託業開始

1996年 新研修センター完成

1997年

東京証券取引所第2部に株式上場

新オンラインシステム稼働

子会社『長野ビーエス』設立

1998年
東京証券取引所第1部へ指定

投資信託窓口販売開始

2001年 損害保険窓口販売開始

2002年 生命保険窓口販売開始

2003年 融資支援システム稼働

2004年 営業支援システム稼働

2006年 コンプライアンス部新設

2008年 外部格付の新規取得

2011年
子会社『ながぎんビジネスパートナーズ』
で再生支援業開始

2012年 新勘定系システム稼働

2013年 預金残高１兆円突破

2015年

ながぎんビジネスパートナーズを吸収

長野ビーエスを解散

長野営業部開設

2018年 営業統括部再編

2019年 第11次中期経営計画スタート

実
質
無
借
金
会
社
も
多
い
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
中
條
頭
取
は
前
を

見
据
え
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

言
し
た
。

「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
手

数
料
収
益
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
し

た
貸
出
金
は
増
え
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
リ
ー
ス
や
カ
ー
ド
、

保
険
と
い
っ
た
収
益
源
も
あ
る
の

で
、
預
金
や
融
資
以
外
に
も
ま
だ

ま
だ
や
れ
る
こ
と
は
多
く
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
は
取
引
基
盤

の
拡
大
期
間
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
３
年
間
は
取
引
基
盤
の
拡
充

期
間
だ
」
。

な
ら
ば
、
そ
の
指
針
を
踏
ま
え
、

中
條
頭
取
は
い
ま
行
員
に
何
を
求

め
る
の
か
。

「
前
提
と
し
て
、
い
ま
の
行
員

は
、
私
の
頃
と
比
べ
る
と
、
非
常

に
レ
ベ
ル
の
高
い
仕
事
を
多
種
多

様
に
こ
な
し
て
い
る
。
そ
れ
も
時

代
の
要
請
だ
か
ら
、
覚
悟
し
て
臨

ん
で
ほ
し
い
の
だ
が
、
ポ
イ
ン
ト

は
、
ど
れ
だ
け
質
の
高
い
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
が
で
き
る
か
ど

う
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
顧
客

の
話
に
耳
を
傾
け
、
理
解
す
る
と

同
時
に
、
発
想
力
も
問
わ
れ
る
の

で
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
が
、

皆
が
踏
み
込
ん
だ
提
案
を
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
こ
そ
、

当
行
は
盤
石
な
経
営
基
盤
を
確
立

で
き
る
は
ず
だ
」
。

〝拡大〟から〝拡充〟へ

長野銀行が挑む不断の改革
地方銀行の経営環境が激化するなか、長野銀行は新規顧客数を増加。

今年４月から取引基盤の拡充を図るべく、不断の改革に挑む。

プロフィール●中條功代表取締役頭取
1951年長野県生まれ。75年東京都立大
学経済学部卒後、長野相互銀行（現長野
銀行）に入行。2003年取締役総務部長、
04年取締役審査部長、07年常務取締役
総合企画部長を経て、10年より現職。

NAKAJO, Isao

2015年 3月期 2016年 3月期 2017年 3月期 2018年 3月期

経常収益 コア業務純益 預金（譲渡性預金含む） 預かり資産

180

25 22 21 17
38 28 16 9

10,232

4,393

6,030

693 640 578615

10,078

4,317

5,934

10,159

4,211

5,854

10,138

4,212

5,961

（億円）（%）
純利益 自己資本比率 貸出金（ うち中小企業向け）

2015年 3月期 2016年 3月期 2017年 3月期 2018年 3月期

184

10.95 11.43
10.53 10.46

174 177
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［長野銀行の業績］

※預かり資産は、個人年金保険、投資信託、公共債などの預かり残高。

（億円）

※コア業務純益は本業のもうけを示す指標。
　本業の利益である業務純益に一般貸倒引当金繰入額を加算し、国債等債券損益を差し引いて算出。
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Company Profile

社名 長野銀行

本店所在地 長野県松本市渚2丁目9番38号

創業 1950年

設立 1950年

資本金 130億円

経常収益（連結） 235億円（2018年3月期）

従業員数 696人

http ://www.naganobank .co . jp
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長
野
市
内
で
冠
婚
葬
祭

用
の
仕
出
し
料
理
を

提
供
す
る
加
茂
川
は

２
０
１
８
年
６
月
、
新
店
舗
に

出
力
24 

ｋＷ
の
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
た
。
き
っ
か
け
は
店

舗
の
新
築
・
移
転
だ
っ
た
。

計
画
が
上
が
っ
た
の
は
17
年

の
秋
。
同
社
の
岩
間
末
雄
社
長

は
１
９
９
４
年
か
ら
長
野
駅
前

で
日
本
料
理
店
を
営
み
、
数
年

前
か
ら
仕
出
し
に
特
化
し
た
が
、

受
注
量
の
増
加
と
と
も
に
、
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
に
課
題
が
生
じ
て

き
た
。
そ
こ
で
郊
外
へ
の
新
築

・
移
転
を
決
め
、
規
模
の
拡
張

を
検
討
し
た
が
、
電
気
代
が
従

来
の
４
倍
に
跳
ね
上
が
る
こ
と

が
判
明
。
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
際
、
岩
間
社
長
の
頭
に

浮
か
ん
だ
の
が
太
陽
光
発
電
だ

っ
た
。
岩
間
社
長
は
、
「
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
耳
に
し
て
い
た
。
店
で
使
う

確
か
に
、
加
茂
川
の
店
舗
で

は
、
食
品
を
扱
う
た
め
、
冷
房

器
具
や
冷
蔵
・
冷
凍
庫
が
常
時

稼
働
し
て
い
る
。
新
店
舗
に
は

大
型
ス
チ
ー
ム
式
調
理
器
を
導

入
す
る
予
定
も
あ
り
、
こ
れ
は

午
前
中
に
稼
働
す
る
。

さ
ら
に
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
を
自
家
消
費
用
と
し
て
購
入

す
る
と
、
『
中
小
企
業
経
営
強

化
税
制
』
を
活
用
で
き
る
。
こ

の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
認
定

さ
れ
て
い
る
設
備
を
導
入
す
る

と
、
そ
の
設
備
は
即
時
償
却
ま

た
は
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
税
制
優
遇
で
、
自
家
消

費
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
も
対

象
な
の
だ
。
加
茂
川
は
太
陽
光

発
電
設
備
の
購
入
に
６
０
０
万

円
投
じ
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
追

求
し
た
。

自
家
発
電
率
30
％

た
だ
、
注
意
点
も
あ
る
。
自

家
消
費
用
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
計
は
、
簡
単
で
は
な
い
の

だ
。
電
力
消
費
量
に
合
わ
せ
て

適
切
な
発
電
規
模
の
設
備
を
導

入
し
な
け
れ
ば
、
電
力
の
消
費

量
と
供
給
量
に
過
不
足
が
生
じ
、

設
備
の
費
用
対
効
果
は
低
下
し

て
し
ま
う
。

と
く
に
今
回
は
、
新
店
舗
に

自
家
消
費
用
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
導
入
す
る
案
件
だ
っ
た
た

め
、
電
力
消
費
量
に
関
す
る
実

デ
ー
タ
が
な
い
。
あ
く
ま
で
も

予
測
す
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
点

に
課
題
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
こ
で
酒
井
社
長
は
、
取
引

銀
行
で
あ
る
長
野
銀
行
の
紹
介

を
通
じ
て
、
太
陽
光
発
電
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
内
大
手
、
ウ

エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
連
携
。
酒
井
工
務
店

が
店
舗
の
設
計
や
電
気
工
事
を
、

ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
は
電
力
消
費
量
の
予

測
や
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
計

な
ど
を
担
当
し
た
。

こ
う
し
て
18
年
６
月
の
新
店

舗
開
業
時
に
、
加
茂
川
は
太
陽

光
発
電
設
備
も
無
事
稼
働
さ
せ

た
。
店
舗
の
建
設
も
含
め
て
支

障
な
く
順
調
に
進
ん
だ
が
、
そ

の
理
由
を
、
酒
井
社
長
は
、

「
も
し
業
者
が
多
く
参
加
し
て

い
れ
ば
、
あ
れ
も
こ
れ
も
詰
め

込
み
過
ぎ
て
し
ま
い
、
電
力
消

費
と
太
陽
光
発
電
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
こ
と
に
苦
労
し
た
だ
ろ

う
」
と
し
、「
自
家
消
費
用
の
太

陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る
た

め
に
は
、
全
体
を
統
括
し
て
主

導
で
き
る
担
当
者
の
存
在
が
欠

か
せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

と
も
あ
れ
、
新
店
舗
の
建
設

時
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

は
、
店
内
の
総
電
力
消
費
量
の

う
ち
太
陽
光
発
電
の
発
電
量
が

30
％
を
占
め
た
。
な
か
で
も
、

７
月
の
発
電
量
は
１
９
０
０
ｋＷｈ

に
達
し
、
電
気
代
は
３
万
円
程

節
約
で
き
た
よ
う
だ
。

敢
え
て
自
家
消
費
用
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
導
入
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
岩
間
社
長
は
「
私

は
変
わ
り
者
だ
か
ら
」
と
は
ぐ

ら
か
し
た
が
、
電
気
代
の
削
減

に
よ
る
経
済
性
を
細
か
く
試
算

し
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
だ
け

に
、
酒
井
社
長
は
、
「
設
置
か

ら
ま
も
な
く
１
年
が
経
過
す
る
。

記
録
を
集
計
し
て
ど
の
程
度
太

陽
光
発
電
が
貢
献
し
た
の
か
、

提
示
で
き
る
と
思
う
」
と
話
す
。

す
で
に
太
陽
光
発
電
設
備
の

価
格
は
劇
的
に
下
が
り
、
誰
も

が
設
備
の
自
家
消
費
利
用
に
取

り
組
め
る
。
20
年
度
ま
で
続
く

税
制
優
遇
を
活
用
す
れ
ば
、
５

年
程
度
で
初
期
投
資
を
回
収
で

き
る
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
留
意
す
べ
き
は
業

者
の
選
定
だ
ろ
う
。
施
設
内
の

電
力
消
費
量
に
合
わ
せ
て
適
切

な
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
設

計
・
施
工
業
者
の
力
量
が
問
わ

れ
る
。
有
力
会
社
を
選
ん
で
、

太
陽
光
発
電
の
恩
恵
を
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

電
力
の
一
部
で
も
自
家
発
電
で

賄
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。そ

し
て
加
茂
川
は
、
新
店
舗

の
設
計
を
長
野
県
の
住
宅
ビ
ル

ダ
ー
酒
井
工
務
店
に
発
注
し
よ

う
と
相
談
を
持
ち
か
け
る
。
実

は
加
茂
川
の
旧
店
舗
も
酒
井
工

務
店
が
設
計
・
施
工
し
た
経
緯

が
あ
っ
て
、
岩
間
社
長
は
真
っ

先
に
声
を
か
け
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
依
頼
に
応
じ
て
、
酒
井

工
務
店
の
酒
井
裕
司
社
長
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
自
家
消
費

利
用
を
加
茂
川
に
提
案
し
た
が
、

そ
の
理
由
を
こ
う
述
べ
た
。

「
太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電

し
た
電
力
を
電
力
会
社
に
売
る

と
い
う
選
択
も
あ
っ
た
が
、
加

茂
川
さ
ん
は
、
日
中
の
電
力
消

費
量
が
多
い
。
発
電
し
た
電
力

を
店
で
使
っ
て
、
料
金
の
高
い

日
中
の
電
力
消
費
量
を
抑
え
る

方
が
経
済
的
だ
っ
た
」
。

し
た
こ
と
に
よ
る
利
点
も
あ
っ

た
。
何
よ
り
も
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
搭
載
を
見
越
し
て
屋
根
全
面

が
日
射
の
よ
い
南
を
向
く
よ
う

に
設
計
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
効
率
は

上
昇
す
る
う
え
、
屋
根
を
パ
ネ

ル
で
覆
う
こ
と
に
よ
る
遮
光
効

果
で
空
調
設
備
の
効
率
が
増
し
、

電
気
代
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

い
ま
、
加
茂
川
の
新
店
舗
で

稼
働
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
は

順
調
に
発
電
し
て
い
る
。
稼
働

後
２
ヵ
月
目
か
ら
の
３
ヵ
月
間

事務室内のモニタ
ーには発電状況が
表示される

住宅や店舗などの新・改築のほか、太陽光発電設備の設置も手掛ける 長野市内で仕出しの日本料理を提供する
住所：長野県長野市七二会乙2572
社長名：酒井裕司
ＵＲＬ：http://www.sakai-koumu.co.jp/

住所：長野県長野市大豆島5192-1
社長名：岩間末雄
ＵＲＬ：

酒井工務店 加茂川 エ ネ ル ギ ー 新 時 代

広がる脱炭素社会

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
使
え
ば
、電
気
代
を
削
減
で
き
る
。

長
野
市
の
料
理
店
が
新
店
舗
に
設
備
を
導
入
し
、効
果
が
表
れ
始
め
て
い
る
。

長
野
の
料
理
店
が

太
陽
光
で
電
気
代
削
減

［設備稼働後数ヵ月間の電力使用状況実績］

総電力使用量 電力会社からの
購入電力量 自家発電量 太陽光発電で

賄った割合

5月28日～6月21日 691kWh 580kWh 111kWh 16.1%

6月22日～7月23日 5,217kWh 3,318kWh 1,899kWh 36.4%

7月24日～8月22日 6,769kWh 4,938kWh 1,831kWh 27.0%

8月23日～9月24日 3,599kWh 2,615kWh 984kWh 27.3%

出所：長野銀行、ウエストエネルギーソリューション

殺菌・消毒用の水を生
成する装置など、様々
な器材を新規導入した

厨房の様子。概ね
午前6時から11時
頃までが最も多忙
となるようだ

新たに導入したスチーム式
調理器は、単体で15.4kW
もの電力を消費する 導入された出力24kWの太陽光パネル

新店舗の外観。屋根全体に
傾斜がついている
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常
次
氏
が
社
長
に
就
く
と
、
魚

介
類
の
粕
漬
と
と
も
に
、
有
明

産
の
貝
柱
や
あ
み
漬
を
全
国
の

市
場
へ
出
荷
す
る
。
高
級
な
魚

介
類
だ
け
で
は
な
く
、
低
価
格

な
粕
漬
が
提
供
で
き
る
よ
う
大

根
や
胡
瓜
な
ど
を
使
っ
た
野
菜

の
粕
漬
も
開
発
、
九
州
一
円
に

販
路
を
拡
げ
た
。

柚
子
こ
し
ょ
う
に
活
路

た
だ
60
年
代
後
半
に
は
、
全

国
的
な
漁
獲
量
の
減
少
を
受
け
、

海
産
物
だ
け
で
は
先
行
き
が
見

通
せ
な
い
と
判
断
し
た
同
社
は
、

柚
子
こ
し
ょ
う
に
活
路
を
見
出

す
。
当
時
柚
子
こ
し
ょ
う
は
全

国
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し

て
柚
子
こ
し
ょ
う
を
生
産
す
る

会
社
な
ど
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

か
っ
た
が
、
柚
子
こ
し
ょ
う
は

九
州
の
食
文
化
に
根
差
し
た
調

味
料
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
と
く

に
同
社
の
粕
漬
の
技
術
が
活
か

せ
る
う
え
、
何
よ
り
も
「
佐
賀

に
は
海
の
幸
だ
け
で
は
な
く
、

山
の
幸
も
あ
る
と
い
う
強
い
思

同
社
の
創
業
は
１
９
１

８
年
。
川
原
袈
裟
次

郎
氏
が
佐
賀
県
川
副

町
で
有
明
海
の
海
産
物
を
販
売

し
た
の
が
最
初
だ
。
船
を
所
有

し
、
有
明
海
で
漁
を
し
て
市
場

に
卸
し
た
り
、
牡
蠣
を
養
殖
し

た
り
し
な
が
ら
、
平た

い
ら貝ぎ

の
貝
柱

や
海う

み

茸た
け

の
水
管
を
酒
粕
に
漬
け

込
ん
だ
粕
漬
の
加
工
を
始
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
佐
賀
平
野
は

九
州
で
も
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
、

江
戸
時
代
よ
り
米
ど
こ
ろ
。
日

本
酒
の
蔵
元
が
多
く
、
粕
漬
の

原
料
と
な
る
酒
粕
が
豊
富
に
あ

っ
た
。
粕
漬
は
佐
賀
の
特
産
品

で
あ
る
が
、
豊
富
な
魚
介
類
を

保
存
す
る
技
術
が
発
達
し
た
の

は
ま
さ
に
こ
の
頃
だ
っ
た
。

そ
の
後
同
社
は
48
年
に
『
有

明
水
産
（
現
川
原
食
品
）
』
を

設
立
し
て
法
人
化
。
２
代
目
の

い
が
あ
っ
た
」
（
川
原
社
長
）
。

同
社
は
69
年
、
一
念
発
起
し

て
佐
賀
県
富
士
町
内
で
２
０
０

０
坪
程
の
山
を
購
入
、
柚
子
の

苗
木
を
植
え
て
柚
子
を
自
社
で

栽
培
し
た
。
こ
う
し
て
、
同
社

が
柚
子
こ
し
ょ
う
を
売
り
出
す

と
、
す
ぐ
に
東
京
の
百
貨
店
で

販
売
が
決
ま
り
、
徐
々
に
認
知

さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
90
年
代
頃

か
ら
状
況
が
一
変
す
る
。
バ
ブ

ル
経
済
が
弾
け
る
と
と
も
に
、

日
本
の
食
生
活
が
和
食
か
ら
洋

食
へ
急
速
に
変
化
し
た
。
さ
ら

に
大
き
か
っ
た
の
は
、
有
明
海

の
漁
獲
量
の
減
少
だ
。
後
の
諫

早
湾
の
干
拓
事
業
で
そ
れ
は
決

定
的
と
な
っ
た
が
、
以
前
か
ら

海
苔
の
養
殖
の
影
響
で
有
明
海

の
生
態
系
が
変
わ
り
、
平
貝
や

海
茸
な
ど
の
貝
類
が
捕
れ
な
く

な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
、
同
社
に
は
長
年

培
っ
た
粕
漬
の
加
工
技
術
が
あ

る
。
魚
介
類
を
県

外
か
ら
調
達
し
、

い
ま
な
お
粕
漬
の

加
工
・
販
売
は
継

続
し
て
い
る
が
、

本
音
の
と
こ
ろ
は
、

佐
賀
の
食
材
を
佐

賀
で
加
工
す
る
特

産
品
を
販
売
し
た

か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
構
造
不
況
の
影
響
で
売
上

高
が
減
少
す
る
な
か
、
柚
子
こ

し
ょ
う
の
加
工
販
売
に
着
手
し
、

事
業
の
再
構
築
に
挑
ん
だ
。

高
付
加
価
値
化
へ
シ
フ
ト

90
年
代
後
半
に
な
る
と
、
柚

子
こ
し
ょ
う
は
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
時

に
大
手
の
食
品
会
社
が
こ
ぞ
っ

て
柚
子
こ
し
ょ
う
の
生
産
に
乗

り
出
し
、
価
格
が
低
下
。
た
ち

ま
ち
小
資
本
の
同
社
は
不
利
な

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
こ
で
同
社
は
、
高
付
加
価

値
化
戦
略
を
打
ち
出
し
、
２
０

０
５
年
に
は
冷
蔵
タ
イ
プ
の
柚

子
こ
し
ょ
う
を
商
品
化
す
る
。

従
来
の
柚
子
こ
し
ょ
う
は
常
温

で
も
傷
ま
な
い
よ
う
塩
分
の
濃

度
が
高
く
、
同
社
も
常
温
タ
イ

プ
の
柚
子
こ
し
ょ
う
を
生
産
し

て
き
た
が
、
「
い
ま
は
店
舗
の

売
り
場
に
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

が
普
及
し
、
ク
ー
ル
便
も
利
用

で
き
る
時
代
だ
。
な
ら
ば
、
塩

分
の
濃
度
を
薄
め
、
味
を
よ
り

追
求
し
た
柚
子
こ
し
ょ
う
が
あ

っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
」（
川
原
社
長
）。

む
ろ
ん
高
額
ゆ

え
、
商
品
は
す
ぐ

に
ヒ
ッ
ト
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も

粘
り
強
く
10
年
以

上
か
け
て
東
京
の

一
流
レ
ス
ト
ラ
ン

の
シ
ェ
フ
に
売
り

込
む
と
、
徐
々
に

採
用
さ
れ
始
め
る
。

い
ま
で
は
、
シ
ェ

フ
か
ら
液
状
の
柚

子
こ
し
ょ
う
や
パ

ウ
ダ
ー
状
の
柚
子
こ
し
ょ
う
な

ど
の
生
産
依
頼
を
受
け
る
ほ
ど
、

強
固
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。

そ
し
て
14
年
に
は
同
社
の

『
柚
子
こ
し
ょ

う
』
が
大
手
航
空

会
社
の
国
際
線
フ

ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

の
機
内
食
に
選
ば

れ
、
18
年
に
も
同

様
に
『
完
熟
ゆ
ず

果
汁
』
が
機
内
食

に
採
用
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、

同
社
は
海
外
の
展

示
会
に
積
極
的
に

出
展
し
、
す
で
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

香
港
、
豪
州
へ
輸

出
し
て
い
る
。
川
原
社
長
は
、

「
今
年
は
米
国
と
欧
州
で
も
販

売
で
き
そ
う
だ
」
と
表
情
が
明

る
い
。

と
も
あ
れ
、
同
社
は
現
在
、

佐
賀
県
内
に
山
を
３
ヵ
所
保
有

し
、
計
６
０
０
０
坪
の
敷
地
で

無
農
薬
無
肥
料
の
実
生
の
柚
子

を
栽
培
し
つ
つ
、
県
内
の
契
約

農
家
か
ら
柚
子
を
仕
入
れ
て
い

る
。
唐
辛
子
は
、
近
隣
の
農
家

か
ら
調
達
し
、
塩
は
玄
界
灘
に

浮
か
ぶ
加
唐
島
で
採
れ
た
『
一

の
塩
』だ
。原
料
の
柚
子
、唐
辛

子
、
塩
は
す
べ
て
佐
賀
県
産
ゆ

え
、
地
域
の
資
源
に
価
値
を
つ

け
て
県
外
へ
販
売
す
る
地
域
商

社
機
能
も
担
っ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
今
後
の
展
開
に
注
目
だ
。

1918年 海産物問屋として川原袈裟次郎氏が創業

1948年 『有明水産』設立、2代目常次氏が初代社長に

1956年 『川原食品』に社名変更

1969年 佐賀県富士町に柚子園を開園

2001年 3代目直氏より引継ぎ、4代目啓秀氏が社長に

2005年 冷蔵タイプ『柚子こしょう』を商品化

2007年 川副町犬井道から同町南里へ本社工場を移転

2009年 工場直売店『三福庵』を開店

2014年 『柚子こしょう』大手航空会社国際線の
機内食に採用

2016年 第20回『佐賀市都市景観賞』受賞

2018年 『完熟ゆず果汁』大手航空会社国際線の
機内食に採用

Tradition & Pride

川原啓秀社長

～川原食品 100年の歩み～

世界が認めた柚子こしょう
百年廃れない塩漬技術

いまやどこでも手に入る柚子こしょう。
もとは九州の特産品で、日本で早くから
商品化したのは、佐賀の川原食品だ。

同社の100年の歴史を辿り、
柚子こしょう開発秘話に迫った。

川原食品

Company Profile

社名 川原食品
本店所在地 佐賀県佐賀市川副町南里710-1

創業 1918年
設立 1948年

資本金 6000万円
年商 1億2000万円

従業員数 12人
https://www.mifukuan.co.jp/
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1950年代頃の様子。帽子をかぶった3代目の
川原直氏（写真中央）

現在の本社工場。稼働して12年目を迎える

同社が保有する佐賀県富士町の柚子園。
計6000坪の敷地で柚子を栽培

同社の『柚子こしょう』は、通常の常温タイプから、冷蔵タイプや液状
タイプ、パウダー状のものまで品数は豊富



花
の
水
や
り
に
使
う
ジ

ョ
ウ
ロ
と
い
え
ば
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

安
価
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

だ
ろ
う
。
た
だ
、
盆
栽
の
世
界

で
は
、
こ
う
し
た
廉
価
品
は
あ

ま
り
使
わ
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
水
の
勢
い
が
強

け
れ
ば
、
表
面
の
土
や
肥
料
が

流
出
し
て
し
ま
い
、
反
対
に
勢

い
が
弱
け
れ
ば
、
水
撒
き
に
時

間
が
か
か
る
。
盆
栽
園
な
ど
に

は
膨
大
な
数
の
鉢
が
あ
り
、
む

や
み
に
時
間
は
か
け
ら
れ
な
い

と
い
う
わ
け
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、

盆
栽
用
の
ジ
ョ
ウ
ロ
に
は
、
繊

細
で
あ
り
な
が
ら
、
大
量
の
水

を
注
ぐ
と
い
う
相
反
す
る
２
つ

の
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
盆
栽
用
の
ジ
ョ
ウ

ロ
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
の
が
、

東
京
都
墨
田
区
の
根
岸
産
業
だ
。

製
造
に
携
わ
る
の
は
３
代
目
の

根
岸
洋
一
社
長
と
母
の
絹
江
さ

ん
、
妻
の
聡
子
さ
ん
の
３
人
。

薄
い
銅
板
を
加
工
し
て
、
全
て

手
作
業
で
つ
く
る
た
め
、
価
格

は
５
０
０
０
円
か
ら
２
万
円
台

と
高
価
な
う
え
、
生
産
量
は
１

日
平
均
４
個
程
だ
。
そ
れ
で
も

数
ヵ
月
先
ま
で
受
注
を
抱
え
、

い
ま
で
は
海
外
か
ら
注
文
が
入

る
ほ
ど
人
気
を
博
し
て
い
る
。

同
社
の
ジ
ョ
ウ
ロ
づ
く
り
の

歴
史
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の

１
９
４
４
年
に
遡
る
。
当
時
は

激
し
い
空
襲
で
家
財
道
具
を
失

う
人
々
が
多
く
、
宮
大
工
だ
っ

た
創
業
者
の
蔵
信
氏
は
、
瓦
礫

の
な
か
の
ト
タ
ン
な
ど
か
ら
ジ

ョ
ウ
ロ
や
バ
ケ
ツ
を
つ
く
っ
て

販
売
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、

終
戦
後
、
復
興
が
進
む
に
つ
れ
、

続
々
と
現
れ
た
の
は
競
合
他
社
。

顧
客
を
取
り
合
う
形
で
注
文
が

減
り
、
２
代
目
の
修
氏
は
66
年

に
単
価
の
高
い
製
品
へ
舵
を
切

る
。
そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
、

盆
栽
に
水
を
撒
く
た
め
の
道
具

だ
っ
た
。

絹
江
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
、
「
本
人
は
盆
栽
の
趣
味
は

な
か
っ
た
が
、
よ
い
盆
栽
に
使

う
に
は
よ
い
道
具
が
い
る
だ
ろ

う
と
考
え
た
」
と
話
す
。
着
想

を
得
た
修
氏
は
、
上
野
の
盆
栽

協
会
に
３
ヵ
月
間
通
い
詰
め
、

試
行
錯
誤
の
末
に
現
行
の
ジ
ョ

ウ
ロ
の
基
本
形
を
開
発
し
た
。

徹
底
し
た

品
質
の
追
求
と

ア
フ
タ
ー
ケ
ア

同
社
の
銅
製
ジ
ョ
ウ
ロ
の
特

徴
は
、
ま
ず
太
く
長
い
注
ぎ
口

だ
。
『
竿
』
と
呼
ば
れ
る
こ
の

部
分
に
は
、
ジ
ョ
ウ
ロ
か
ら
出

る
水
の
圧
力
を
高
め
る
役
割
が

あ
る
。
根
岸
社
長
に
よ
れ
ば
、

「
竿
が
短
小
で
あ
る
場
合
、
圧

力
が
弱
く
な
り
、
先
端
の
蓮
口

の
穴
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば
水

が
出
な
い
。
す
る
と
、
水
滴
が

粗
く
な
り
、
土
を
飛
ば
し
た
り

す
る
」
。

実
際
、
一
般
の
ジ
ョ
ウ
ロ
の

蓮
口
の
穴
が
直
径
１
㎜
を
超
え

る
の
に
対
し
、
同
社
の
ジ
ョ
ウ

ロ
は
内
側
が
0.3
㎜
で
、
外
側
は

0.2
㎜
。
穴
が
小
さ
い
う
え
、
穴

が
外
側
に
向
か
っ
て
狭
ま
る
円

錐
形
を
し
て
い
る
。
実
は
こ
こ

も
特
徴
で
、
こ
の
円
錐
形
の
構

造
に
よ
っ
て
水
に
回
転
が
か
か

り
、
放
水
方
向
が
整
う
。
そ
の

結
果
、
水
滴
同
士
の
衝
突
に
よ

る
ダ
マ
が
生
じ
ず
、
「
雨
水
の

よ
う
に
柔
ら
か
く
、
水
を
撒
く

こ
と
が
で
き
る
」（
根
岸
社
長
）。

同
社
は
現
在
、
盆
栽
用
の
ほ

か
、バ
ラ
用
や
蘭
用
な
ど
、様
々

な
植
物
の
特
性
に
合
わ
せ
て
水

の
出
具
合
を
変
え
た
ジ
ョ
ウ
ロ

も
商
品
化
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
根
岸
社
長
は
、
ジ

ョ
ウ
ロ
の
重
量
に
も
こ
だ
わ
る
。

同
社
の
ジ
ョ
ウ
ロ
の
容
量
は
大

き
い
も
の
で
６
ℓ
に
達
し
、
水

を
満
タ
ン
ま
で
注
げ
ば
、
水
の

重
量
だ
け
で
も
６
㎏
に
な
る
。

そ
こ
で
強
度
上
限
界
と
さ
れ
る

0.3
㎜
厚
の
薄
い
銅
板
を
採
用
し

て
軽
さ
を
追
求
。
容
量
６
ℓ
品

の
本
体
重
量
は
８
５
０
ｇ
程
度

ま
で
軽
量
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
ジ
ョ
ウ
ロ
の
各
部
品

は
１
枚
の
板
か
ら
で
き
て
お
り
、

筒
状
の
部
分
も
丸
め
た
板
で
あ

る
。
接
合
部
を
互
い
違
い
に
噛

み
合
わ
せ
、
水
が
漏
れ
な
い
よ

う
に
固
く
閉
じ
る
技
術
は
、
初

代
社
長
の
宮
大
工
の
技
術
に
基

礎
を
置
く
と
い
う
。

な
お
、
銅
に
は
抗
菌
作
用
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
２
代
目
の
修

氏
の
時
代
に
銅
製
ジ
ョ
ウ
ロ
を

主
力
製
品
と
し
た
が
、
ほ
か
に

真
鍮
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
製
品
も

製
造
し
て
お
り
、
抗
菌
作
用
で

は
銅
に
劣
る
も
の
の
、
軽
い
と

い
う
利
点
が
あ
る
そ
う
だ
。

出
荷
前
に
は
、
１
台
ず
つ
手

作
業
で
表
面
を
磨
き
、
穿
孔
な

ど
の
不
良
が
な
い
か
確
認
。
根

岸
社
長
は
、
「
当
社
の
ジ
ョ
ウ

ロ
は
、
30
年
間
は
使
い
続
け
ら

れ
る
」
と
明
言
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
同
社
は
修
理
対
応
の
工
夫

に
も
余
念
が
な
く
、
た
と
え
ば
、

ジ
ョ
ウ
ロ
の
部
品
は
溶

接
で
は
な
く
、
ハ
ン
ダ

づ
け
で
組
み
上
げ
て
い

る
。
こ
う
し
て
お
け
ば
、

銅
の
融
点
よ
り
も
ハ
ン

ダ
の
融
点
が
低
い
た
め
、

修
理
の
際
は
加
熱
す
る

だ
け
で
容
易
に
部
品
を

分
解
で
き
る
の
だ
。

た
だ
、
修
理
対
応
を

続
け
て
い
く
に
も
、
事

業
の
継
承
が
重
要
で
、

と
く
に
海
外
で
の
後
継

者
育
成
は
急
務
の
よ
う

だ
。
と
い
う
の
も
、
同
社
の
ジ

ョ
ウ
ロ
は
、
す
で
に
欧
米
や
ア

ジ
ア
、
豪
州
な
ど
世
界
23
ヵ
国

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ス

ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
に
は
修
理

対
応
を
受
け
付
け
る
職
人
が
い

る
が
、
「
直
せ
る
人
間
が
各
国

に
１
人
は
ほ
し
い
」
（
根
岸
社

長
）
の
だ
。

も
の
づ
く
り
に
対
す
る
意
気

込
み
に
つ
い
て
、
「
ジ
ョ
ウ
ロ

づ
く
り
で
世
界
一
を
目
指
す
」

と
根
岸
社
長
は
胸
を
張
っ
た
が
、

す
で
に
完
成
形
と
も
思
え
る
ジ

ョ
ウ
ロ
に
対
し
て
、
「
ま
だ
ま

だ
改
良
の
余
地
が
あ
る
」
と
も

い
う
。
事
実
、
同
社
は
、
園
芸

分
野
の
大
家
か
ら
の
意
見
聴
取

を
踏
ま
え
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
例
年
行
う
ほ
か
、
材
料
も
、

抗
菌
作
用
の
強
い
ク
リ
ー
ン
ブ

ラ
イ
ト
と
い
う
合
金
の
導
入
を

検
討
中
だ
。

弛
ま
ぬ
研
鑽
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
銅
製
ジ
ョ
ウ
ロ
に
は
、
親

子
孫
３
代
に
亘
る
つ
く
り
手
の

熱
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
か
ら
注
文
が
殺
到

唯
一
無
二
の
銅
製
ジョ
ウ
ロ

［ 根岸産業 ］

つ く り び と の

技 魂と

東
京
の
下
町
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
世
界
的
に
有
名
な
銅
製
ジ
ョ
ウ
ロ
。

そ
こ
に
は
、親
子
孫
３
代
に
亘
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た

確
た
る
技
術
と
熱
い
職
人
魂
が
息
づ
い
て
い
る
。

Company Profile

社名 根岸産業
本店所在地 東京都墨田区堤通1-17-30

創業 1944年
設立 1966年

資本金 300万円
売上高 非公開

従業員数 3人

http ://www.neg ish i - joro .co . jp

用途などに応じて20種以上の製品を取りそろえる（右）。蓮口の穴の数は200個以上（左上）。銅板の加工からハンダづけ、
最終チェックまですべて手作業で行う（左下）

学生向けに、空き缶でジョウロをつくる体験教室を開催。もの
づくりへの関心を引き出したい考えだ
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中学生の頃からジョウロづくりを手伝ってきたという根岸社長
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最 近、国内で流行り始めた熟成肉。
主に『ドライエイジング』という製
法が用いられている。肉を1～4

℃の低温で数週間安置し、肉の細胞が持つ
タンパク質分解酵素の作用で肉質を柔らか
くする。その際、水分を除去して酵素の密度
を高めるため、風を当てて肉を乾燥させる。こ
の低温と乾燥によって肉を発酵させつつ腐
敗に至らないよう制御するのだが、肉の表面
は空気中の雑菌などが付着し、カビに覆わ
れ、腐敗してしまう。

これについて、内山庄栄社長は、「熟成肉
の世界では、腐る直前が最も美味しいという
が、違和感を覚えた」と語る。確かに、微生物
が食材に何らかの変化をもたらす点で発酵
と腐敗は同一の現象だが、腐敗した有機物
は人間に害を与えかねない。

そこで、「我々の技術を用いれば、全く新し
い熟成肉を提案できるのではないか」（内山
社長）と考え、同社は2017年より開発を始め
た。

内山社長の考案は、味噌づくりに使う麹菌
を肉の表面で繁殖させるというもの。肉の細
胞由来の酵素に加え、麹菌が分泌する酵素
も肉質の向上に寄与するが、さらに麹菌独特
の旨みも付与されると期待したのだ。しかも
同社の麹菌を扱う技術は肉への応用に向い
ていた。

内山味噌店が創業した1872年当時、『手

同社は千葉県南部の鴨川市に2棟
のビニールハウスを構える。2017
年7月に1棟目を、翌年に2棟目を

完工。2棟合わせたハウスの面積は5800㎡
である。　

広大な敷地で栽培しているのは『アイコ』
という品種のフルーツトマト。同社は約3万
7500本の苗を、土耕でも水耕でもない『アイメ
ック農法』で生産している。

これは神奈川県平塚市のメビオール社が
開発した技術で、仕組みはこうだ。止水シート
に、不織布、ナノサイズの穴があいたフィルム
を順に重ね、その上に作物の苗を植える。フィ
ルムの上下に養液を送るためのチューブを設
置し、根は養液を直接、あるいはフィルムを通
して吸収する。

養液の量や濃度は苗の成長に合わせて
調整。事前に設定すれば、施肥はコンピュー
タが自動で実施する。日本ソーラー発電アグリ
ビジネス事業部の大貫健太郎農場長によれ
ば、「日暮れから翌朝に根が成長するので、夜
に一度フィルムの下へ養液を流す。日中は日
差しを浴びて枯れてしまわないよう、根の上か
ら養液を与えている」。

ただし、同社によれば、養液は必要最低限
しか与えないという。その理由を、大貫農場
長は、「僅かな溶液を小さな穴から懸命に吸
おうと努力してストレスがかかる。かつ摂取し
た栄養の量が少なければ苗が自らの成長よ
りも子孫を残そうとし、栄養が実に集まる。そ

前味噌』という言葉のとおり、味噌
は家庭でつくっていた。そんななか、
同社は、一般の米麹だけではなく、
大豆麹も用いた味噌を商品化、催事
用の高級路線で拡販した。現在も『古式
醸造』として当時の製法を受け継いでいる。

内山社長は、「米に含まれる主成分がデ
ンプンであるのに対し、大豆の主成分は肉
と同じくタンパク質。大豆を麹にできるなら、
肉へも応用できるのではないかと考えた」と
語る。

こうして内山社長は、自社敷地内に建設
した熟成庫内で、麹菌を使った熟成肉づく
りを試みた。庫内で雑菌の繁殖を抑えて麹
菌優勢の環境をつくりだす技術には知見が
あったが、そうした技術のいずれを用いるべ
きか、試行錯誤したという。

最終的に、①庫内で
麹を育成する、②麹を粉
末状に加工して噴霧す
る、③定期的に麹を肉に
すり込む、といった手法
を合わせた形に落ち着
き、18年2月に製品化に
漕ぎつけた。

完成した熟成肉は、牛
の肩ロースだ。味噌工場
に併設するカフェ『みずき

の庄』でサンドイッチやハンバーグとして提供
したところ、「麹菌の作用なのか、一般の熟成
肉と比べ、甘い酸味がバランスされていると、
高評価だった」（内山社長）。

その後、同年の夏に熟成庫の故障で庫内
の温度が上がり、百数十kgもの肉を破棄せ
ざるを得ないトラブルに見舞われたが、現在
は月間200kgの肉を処理できる体制を築い
ている。

ただ、提供できる肉の量は元の量の4割程
度で、一般の熟成肉と大差はない。同社の場
合、一般の熟成肉と異なり表面が腐食しない

の結果、甘味と旨味成分が引き立
つ」と説明する。その効果をより高める
ため、同社は不要な新芽を取り除く整
枝作業にも余念がない。

これらにより、糖度は最大で15度まで高
められるというが、それでは、「ただ甘いだけの
トマトになってしまう」（大貫農場長）ため、同
社は糖度10度以上を保ち、甘味と旨味のバ
ランスの維持に努めている。

地元住民と育てる
日本ソーラー発電は、その名が示す通り太

陽光発電所の運営を手掛ける企業だ。鴨川
市でメガソーラーを建設した際にあまった土
地の有効活用を模索するなか農業へ参入し
た。ただ、農業は同社にとってまさしく畑違い
の業態。そこで可能な限りリスクを低減すべく、
同社が選択したのがアイメック農法だった。

アイメック農法で用いる特殊フィルムは、も
とは医療用に開発されたもので、ナノサイズ
の穴は病原体を通さず、苗が病気に罹患しに
くい。また、土壌の状態に気を配る必要がな
く、除草作業も不要だ。フィルムを持ち上げる
と根が露出するため、根の状態を目で見るこ
とができるし、葉酸の量やpHを計測して生育
状態を数値で把握できる。

大貫農場長は、「ベテラン農家なら、土耕
栽培であろうが、トマトの健康状態を把握し、
適切な世話が可能だろうが、我々には難し
い。ただアイメック農法であれば、誰でもベテ

ため、不可食部位の除去量が少ないようにも
思えるが、「乾燥した表面の肉を焼くとカチカ
チに固まってしまう」（内山社長）ため、歩留ま
りは一般の熟成肉と同水準なのだ。

そんな表面部位だが、腐敗しているわけで
はない。むしろ麹菌による発酵を経て独特の
風味を持つ。それだけに、内山社長は、それを
有効利用した加工品の開発を目指すという。
さらに、肉ではなく麹菌を活かし、家庭や飲
食店で肉を簡易的に熟成させられるキットを
販売することも構想中だ。

同社はこれまでにも、味噌プリンや甘酒な
ど、自社技術から派生する商品の開発に力
を注いできた。内山社長は、「昨今、日本人の
味噌消費量は低下している。関連製品が注
目されれば、当社の味噌にも目を向けてもら
える」と期待する。

伝統の味噌づくりを続けるために、敢えて
新製品を開発する。内山味噌店の挑戦はま
だまだ続きそうだ。

ラン農家に近づける」と自信を見せる。
さらに同社はハウス内の温度や湿度、二酸

化炭素量などの情報を遠隔から把握できるよ
うにしている。2棟目のビニールハウスでは窓
の開閉まで遠隔操作可能だ。

これだけの設備を導入しながらも、「これま
で何度も失敗した」と大貫農場長は振り返り、

「いくら数値を把握しても苗は病にかかり、
被害がどこまで拡大するか見当がつかない。
顧客が求める味も把握し切れていない。1本
の苗から採れるトマトの糖度を一定にするの
に苦戦している」と語る。

とはいえ、同社は現在、毎週安定して1t程
収穫し、地元スーパーや道の駅、直売所ほか、
インターネット上で販売している。また、割れた
り傷ついたりして出荷できないトマトを用いた
アイスも開発。このアイスは果汁・果肉の割合
が5割強と高く、ほんのりと甘く人気を博して
いるという。
「夏、南房総には観光客が多いが、この農

場では8月にトマトの苗を入れ替えるため10
月まで収穫ができない。この時期でも当社の
トマトの良さを知ってもらうためには夏でも食
べやすいアイスに加工するのが良いと考えた」

（日本ソーラー発電の山下晃広社長）。
農場では、高齢者や子を持つ母親ら26人

が働く。ほとんどが鴨川市の住民だ。山下社
長は、「鴨川市は水産物が豊富だが、このトマ
トを地元の方と生産し、特産品と呼ばれるま
でに認知度を高めたい」と意気込んだ。

食
農

日本ソーラー発電の山下晃広社長同社の販売する『みそプリン』 アイメック農法では、特殊なフィルムの上に苗を植える

味 噌 づくりを 応 用
麹 菌で 醸 す 熟 成 肉
茨城県の内山味噌店（茨城県日立市）が熟成肉づくりに挑んでいる。
畑違いの試みだが、培った発酵技術で新たな商機の獲得を狙う。

新 栽 培 法 で 育 つ
高 糖 度トマト
南房総でトマト農場を運営する日本ソーラー発電（埼玉県川口市）。
土耕でも水耕でもない新たな栽培法で高糖度トマトを生産している。

熟成庫内の様子内山庄栄社長

現在はカフェでの提供のみだが、
切り身の販売も目指す

アイメック農法によって育つフルーツトマト『アイコ』。
商品名は『タイヨウのトマト』だ
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―入行からの状況は？
最初の２ヵ月は行内で融資

業務を担当したが、すぐに外回
りの営業を任された。一般の
新人育成の流れと比べて、早
い時期に、右も左も分からない
なかで、先輩に電話で相談し
ながら回ったことを覚えている。
まず個人のお客様を訪ねて
定期預金を勧める業務から始
め、山形駅前支店に配属され
た頃には個人と法人のお客様
が半分ずつくらいになり、北営
業部では主に法人を対象とす
るようになった。
仙台卸町支店に配属されて

からは、とくに新規顧客の開拓
に特化し、取引のない企業を
新たに訪問する仕事に就いた。
現在担当している本業支援

は、お客様のニーズを汲み取
り、ビジネスマッチングなどにつ
なげる業務だ。たとえば、お客
様の事業に合わせて専門性
の高い弁護士を紹介したり、
仙台市内で飲食業を営むお
客様を山形県内の卸売市場
に案内し、仕入れ先を紹介し
たりといった内容だ。
変わったところでは、スーパーと薬局に

建物を貸しているお客様がおり、契約
更新の際に家賃の値下げを要求され
ていた。そこで当行が太陽光発電設備
の導入を斡旋して太陽光パネルの遮
熱効果で空調費を削減できることを店
子さんに提示し、家賃を据え置いてもら
った事例もある。

──ビジネスマッチングのポイントは？
いかに適切な提案をできるかというこ

とはもちろんだが、早い対応も大切だと
思う。仙台へ移って新規開拓に携わるよ
うになってからは、スピード感を強く意識
するようになった。というのも、仙台では、
七十七銀行さんが圧倒的に強い。差
別化を図る１つの要素として即応力を

追及してきた。
たとえば、お客様と話しているなかで
悩みをお持ちのようであれば、その場で
電話して企業を紹介することもある。する
と、その場で、以降のスケジュール調整
までできてしまう。そのためにも、即座に連
絡を取れるような専門家や企業との関
係構築は重要だと思う。
これを重ねると、好循環が生まれ、
色 と々話すなかで、新たにお客様や案
件を紹介していただけたりする。実際、
今期も20件の紹介をいただき、12件は
期内に融資まで漕ぎつけた。何でも相談
すれば何とかなりそうだ、とお客様に感じ
ていただければ、色々な話が集まりやす
いのだろう。

──融資の相談に乗る際に心掛けると

ころは？
単に話を聞いて融資の可否を話すの

は単調であり、第一、当行でなくとも構わ
ないということになる。経営者の方々は多
くの悩みを抱えていらっしゃるので、言葉
の端々にアンテナを張り、本音をうまく引
き出せるように努めている。最近こそ紹介
から仕事につながるケースが多いが、全
く新規のお客様の場合、なかなか本音
を見せていただけなかったりする。そのよ
うな時は、お客様の事業について、教え
ていただきながら、親交を深めて話を深
掘りしていく。
そうしてお客様に感謝された時は嬉し
いが、反対に当行から融資を断らざるを
得ない時は、こちらも辛い気持ちになる。
もっとも、その場合も、ただ断るのではな
く、事業改善のアドバイスをするなど、少
しでもお客様のプラスになることを伝える
よう心掛けている。

──誰にも負けないことは？
あまり意識していないが、お客様から
は「人たらし」と評される。人の懐に飛び
込むことがうまいのだと思う。それは、お客
様のために動こうという意識があり、それ
をお客様にも感じていただいているから
ではないか。お客様第一の思いは、以
前から持ち続けている。

──いま抱えている課題は？
部下の育成は難しい。自分で仕事を

進めた方が早いわけだが、それを部下
に任せていかなければならない。私は、
仕事は見て覚えるという時代を経てきた
が、昨今は通用しない。いかに色 な々こと

を伝えていくかという点は模索している。

──今後のビジョンは？
先輩方やお客様から多く助けられて
今に至る。私も周りの役に立ちたいという
意識は忘れずに持ち続けていく。今後も
お客様に提供できる情報の精度を高め
たい。それがまた本業支援事業につなが
り、好循環が一層確固たるものになると
考えている。

きらやか銀行
弓の町支店 本業支援課
斯波太佑 課長

顧
客
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業
の
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を
図
る

プロフィール●1983年山形県生まれ。2006年3月日本
大学経済学部卒業後、同年4月山形しあわせ銀行（現
・きらやか銀行）へ入行。寒河江支店、山形駅前支店、
北営業部に在籍し、営業を経験。14年より仙台へ移り、
仙台卸町支店で新規開拓に携わる。17年に弓の町支
店へ異動し、18年より現職。

秀逸バンカーの
仕事観期 待 の 逸 材
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地域経済

アナライズ
2019年度本予算の中小企業対策費

管轄 項目 2019年度
（億円）

2018年度
（億円）

18年度比
増減率

経済産業省

 経営革新・創業促進費 468.3 354.0 32.3%

中小企業経営支援等対策費関係 143.8 144.7 －0.6%

中小企業経営支援等対策費補助金※ 306.0 208.9 46.4%

中小企業海外展開等支援事業費補助金 18.1 ― ―

その他 0.4 0.4 －1.0%

 中小企業事業環境整備費 64.8 90.5 －28.2%

経営安定関連保証等基金補助金 46.0 46.0 0.0%

事業環境整備対策費補助金 11.0 13.0 －15.4%

日本政策金融公庫補助金 0.7 0.8 －1.4%

中小企業海外展開等支援事業費補助金 ― 23.2 ―

その他 7.1 7.5 －4.7%

 経営安定・取引適正化費 44.1 62.0 －29.0%

消費税転嫁等対策非常勤職員手当 21.7 15.9 36.1%

経営安定等対策委託費 9.5 10.4 －8.5%

消費税転嫁等対策委託費 8.4 8.5 －1.3%

事業環境向上支援委託費 1.9 0.9 107.4%

消費税転嫁等対策庁費 1.6 1.5 0.9%

消費税軽減税率対策費関係 ― 19.4 ―

下請事業者支援対策費補助金 ― 4.3 ―

その他 1.0 1.1 －12.8%

 独立行政法人中小企業基盤整備機構運営費 176.9 180.0 －1.7%

一般勘定運営費交付金 133.0 130.1 2.2%

小規模企業共済勘定運営費交付金 30.5 36.6 －16.6%

中小企業倒産防止共済勘定運営費交付金 13.4 13.3 0.7%

 日本政策金融公庫出資金 2.0 2.0 0.0%

 日本政策金融公庫補給金 206.6 207.6 －0.5%

 その他 204.0 213.4 －4.4%

財務省
 日本政策金融公庫出資金 460.0 505.0 －8.9%

 日本政策金融公庫補給金 155.9 147.6 5.6%

厚生労働省

 中小企業最低賃金引上げ支援対策費 6.8 8.7 －20.7%

中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金 5.6 7.4 －23.4%

その他 1.1 1.2 －2.7%

※10月予定の消費増税のための臨時・特別措置予算50億円を含む 1,790.0 1,771.4 1.1%

　2019年度本予算の中小企業対策費は、18年度本予算
の同費より18.5億円上回る1790億円となった。景気が回
復傾向にあるとの判断から財務省の日本政策金融公庫出
資金がやや減少したが、中小企業への支援は前年度並み
とみられる。

　特筆すべきは、19年度の『経営革新・創業促進費』に消
費増税対策の臨時・特別措置として50億円予算化され、

『商店街活性化・観光消費創出事業費』が新設されるこ
と。政府はこの補助金で商店街の店舗や施設に対し、外
国人観光客向けの多言語化などの整備費を補助する。

国の中小企業支援 前年度並み

地域経済

アナライズ
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企業家のための地域経済誌

［コアラネット］ 通巻3号

コアラネットは、金融機関の法人担当者と地域の企業家をつなぐ
コミュニケーションツールとしてご活用いただき
地域経済の活性化に貢献することを目指します。

媒体概要
年4回発刊（春号、夏号、秋号、冬号）
発行部数：2万部

金融機関

企業家

進む“脱炭素化”
世界の潮流に
乗り遅れるな！

Vol.1

地域商社の挑戦

“地域の光”を
世界に届ける！

Vol.2
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OPINION
「中小企業は日本経済そのもの
 事業承継は待ったなし」

中小企業庁 安藤久佳 長官

日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件


